
都
構
想
投
票
実
現
掲
げ

年
度
の
資
源
量
と
過
去
か
ら

の
変
化
を
３
段
階
で
評
価
し

た
。

　

資
源
量
が
少
な
い
「
低

位
」
と
さ
れ
た
の
は
北
海
道

周
辺
の
各
海
域
の
ホ
ッ
ケ
、

日
本
海
北
部
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
、
伊
勢
・
三
河
湾
の
マ
ア

ナ
ゴ
、
宗
谷
海
峡
の
イ
カ
ナ

ゴ
、
各
地
の
ト
ラ
フ
グ
な
ど

４
１
系
群
に
上
っ
た
。
前
年

度
は
３
９
系
群
だ
っ
た
。

　

資
源
量
が
豊
か
な「
高
位
」

は
各
地
の
ブ
リ
や
北
海
道
の

マ
ダ
ラ
、
太
平
洋
の
ヤ
リ
イ

カ
な
ど
で
、
前
年
度
か
ら
横

　
【
共
同
】
松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
（
日
本
維
新
の
会
・
大
阪
維
新
の
会
代
表
）
と

吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は
８
日
、
府
、
市
両
議
会
の
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
２
０
日
付
で

の
辞
職
願
を
提
出
し
た
。
松
井
氏
は
大
阪
維
新
会
合
で
、
大
阪
都
構
想
の
住
民
投

票
実
現
を
掲
げ
、
自
身
が
市
長
選
に
、
吉
村
氏
が
知
事
選
に
、
入
れ
替
わ
っ
て
立

候
補
す
る
と
表
明
し
た
。
自
民
党
な
ど
は
「
反
維
新
」
勢
力
に
よ
る
共
闘
も
視
野

に
入
れ
対
抗
馬
の
擁
立
を
急
ぐ
。

４
月
、
入
れ
替
わ
り
ダ
ブ
ル
選

ホ
ッ
ケ
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

大阪知事・市長が辞職願日
本
周
辺
、
水
産
庁
が
評
価

魚
介
類
の
半
数
、
資
源
量
危
機

最
低
賃
金
一
律
化
提
案
が
波
紋

課
長
撤
回
せ
ず
、
厚
労
省
謝
罪

デ
ス
ト
ロ
イ

ヤ
ー
さ
ん
死
去

覆
面
レ
ス
ラ
ー
、
日
米
で
活
躍

に
あ
る
。
一
方
、
資
源
量
が

豊
か
だ
と
さ
れ
た
の
は
２
割

に
満
た
ず
、
水
産
庁
は
「
回

復
に
向
け
た
資
源
管
理
が
重

要
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

水
産
庁
は
日
本
近
海
の
主

要
魚
介
類
５
０
種
を
選
び
、

分
布
域
な
ど
に
よ
っ
て
８
４

の
「
系
群
」
と
呼
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
に
分
類
。
２
０
１
８

　
【
共
同
】
日
本
周
辺
海
域

で
取
ら
れ
て
い
る
主
要
な
魚

介
類
を
魚
種
や
分
布
域
で
分

け
る
と
、
北
海
道
の
ホ
ッ
ケ

や
日
本
海
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

な
ど
、
ほ
ぼ
半
数
は
資
源
量

が
少
な
い
状
態
だ
と
の
評
価

結
果
を
水
産
庁
が
８
日
ま
で

に
ま
と
め
た
。
２
割
超
は
少

な
い
上
に
近
年
、
減
少
傾
向

復
興
庁
後
継
の
設
置
明
記

内
閣
府
移
管
を
軸
に
検
討
へ

期
が
満
了
し
、
再
び
選
挙
を

す
る
必
要
が
あ
り
、
巨
額
の

経
費
が
か
か
る
と
の
批
判
を

か
わ
す
目
的
も
あ
る
。

　

自
民
党
大
阪
府
議
団
の
花

谷
充
愉
幹
事
長
は
８
日
、
大

阪
市
で
記
者
会
見
し
「
府
、

市
両
議
会
の
議
席
を
増
や
す

た
め
の
話
題
づ
く
り
。
都
構

想
は
彼
ら
の
選
挙
の
道
具
だ

と
分
か
っ
た
」と
批
判
。「
私

た
ち
が
応
援
す
る
知
事
、
市

長
を
誕
生
さ
せ
た
い
。
都
構

想
に
終
止
符
を
打
つ
」
と
対

抗
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
府
連
の
辻
元

清
美
代
表
は「
投
げ
出
し
だ
」

と
批
判
、「
大
同
団
結
で
き

る
」
と
自
民
擁
立
候
補
へ
の

支
援
に
意
欲
を
見
せ
た
。
共

産
党
大
阪
府
委
員
会
の
柳
利

昭
委
員
長
は
「
維
新
政
治
を

変
え
て
い
く
。
保
守
の
皆
さ

ん
を
含
め
て
戦
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

　

松
井
氏
ら
は
市
を
廃
止
し

特
別
区
を
新
設
す
る
都
構
想

の
住
民
投
票
実
現
を
目
指
し

て
公
明
党
に
協
力
を
求
め
て

き
た
が
、交
渉
が
決
裂
し
た
。

松
井
氏
は
会
見
で
、
次
期
衆

で
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
拡

大
の
対
象
と
な
る
１
４
業
種

に
つ
い
て
、
地
域
別
と
な
っ

て
い
る
最
低
賃
金
制
度
を
見

直
し
、
一
律
化
を
検
討
す
る

こ
と
を
表
明
し
た
。

　

事
実
な
ら
人
手
不
足
に
悩

む
地
方
に
と
っ
て
は
朗
報
と

な
る
半
面
、
大
幅
な
人
件
費

の
引
き
上
げ
を
求
め
ら
れ
る

中
小
企
業
の
反
発
は
必
至
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
７
日
夕

の
記
者
会
見
で
「
検
討
し
て

い
な
い
」
と
全
面
否
定
、
根

本
匠
厚
労
相
も
８
日
の
会
見

で
同
様
の
認
識
を
示
し
た
。

　

だ
が
、
武
田
氏
は
８
日
午

前
、
共
同
通
信
な
ど
の
取
材

に
「
個
人
的
な
提
案
と
し
て

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
組
織
で
話
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
」
と
明
言
。

自
身
の
私
案
を
省
内
で
議
論

す
る
意
向
を
表
明
し
た
。

　

数
時
間
後
、
厚
労
省
は
労

働
基
準
局
総
務
課
長
名
で

「
混
乱
を
生
じ
さ
せ
て
お
わ

び
す
る
」
と
の
異
例
の
文
書

を
配
布
。「
あ
く
ま
で
武
田

課
長
の
個
人
的
見
解
。
省
と

し
て
具
体
的
検
討
の
事
実
は

な
い
」と
重
ね
て
否
定
し
た
。

　

政
権
を
敵
に
回
し
か
ね
な

い
武
田
氏
の
言
動
に
、
厚
労

保
釈
時
の
変
装

「
名
声
に
泥
」

弁
護
人
、
ブ
ロ
グ
で
謝
罪

華
為
問
題
で
米
対
抗
措
置
示
唆

中
国
、
対
話
重
要
と
も
指
摘

　
【
共
同
】
政
府
は
８
日
の

閣
議
で
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
関
す
る
基
本

方
針
見
直
し
を
決
定
し
た
。

２
０
２
０
年
度
末
で
廃
止

と
な
る
復
興
庁
の
後
継
組
織

設
置
を
初
め
て
明
記
。
具
体

的
な
形
態
は
示
さ
な
か
っ
た

が
、
内
閣
府
へ
の
移
管
を
軸

に
検
討
が
進
む
見
込
み
だ
。

津
波
被
災
地
で
心
の
ケ
ア
な

ど
ソ
フ
ト
事
業
を
２
１
年
度

以
降
も
続
け
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
の
対
応
は

中
長
期
的
に
国
が
責
任
を
持

つ
と
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
、
閣
議

に
先
立
つ
復
興
推
進
会
議
で

「
２
１
年
度
以
降
も
被
災
者

支
援
は
必
要
だ
。
復
興
相
を

中
心
に
必
要
な
事
業
の
具
体

化
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
述
べ
、
後
継
組
織
の
検
討

も
指
示
し
た
。

　

首
相
直
属
の
機
関
で
あ
る

復
興
庁
の
後
継
を
巡
り
、
見

直
し
で
は
「
省
庁
縦
割
り
を

排
し
、
政
治
の
責
任
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
復
興
を

厚
労
省
の
組
織
風
土
指
弾

担
当
部
署
「
機
能
不
全
」

成
し
遂
げ
る
た
め
の
組
織
を

置
く
」
と
言
明
し
た
。

　

政
府
、
与
党
内
で
は
、
閣

僚
を
ト
ッ
プ
と
し
た
上
で
、

金
融
庁
と
同
じ
よ
う
な
内
閣

府
外
局
や
、
省
庁
間
の
調
整

を
担
う
部
局
（
内
局
）
と
す

る
案
な
ど
が
浮
上
。
政
府
は

与
党
が
今
夏
に
ま
と
め
る
提

言
を
踏
ま
え
て
検
討
を
本
格

化
し
、
来
年
の
通
常
国
会
に

関
連
法
案
を
提
出
す
る
。

　

見
直
し
で
、
復
興
事
業
は

従
来
の
方
針
を
お
お
む
ね
踏

襲
。
残
り
２
年
の
復
興
・
創

生
期
間
内
に
、
津
波
被
災
地

で
「
総
仕
上
げ
に
向
け
、
自

立
に
つ
な
が
り
地
方
創
生
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
復
興

を
目
指
す
」
と
強
調
し
た
。

２
０
年
度
ま
で
の
目
標
で
新

た
に
岩
手
、
宮
城
両
県
の
仮

設
住
宅
解
消
や
、
東
北
６
県

の
外
国
人
宿
泊
者
数
の
年
間

延
べ
１
５
０
万
人
達
成
を
盛

り
込
み
、
イ
ン
フ
ラ
事
業
で

も
２
１
年
度
以
降
に
一
定
期

間
は
対
応
す
る
と
し
た
。

　

福
島
県
の
復
興
・
再
生
は

ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

賃
金
構
造
統
計
は
、
学
歴

や
勤
続
年
数
と
い
っ
た
労
働

者
の
属
性
別
に
賃
金
を
把
握

す
る
調
査
。
計
画
で
は
調
査

員
が
事
業
所
を
訪
れ
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
調
査
票
の
郵
送

で
済
ま
せ
て
い
た
。
本
来
は

調
査
対
象
の
「
バ
ー
、
キ
ャ

バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
」

を
除
外
す
る
不
正
も
あ
っ

た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
賃
金

構
造
統
計
の
担
当
室
で
は
、

い
ず
れ
の
不
正
に
つ
い
て
も

職
員
が
１
０
年
以
上
前
か
ら

認
識
し
て
い
な
が
ら
放
置
。

直
近
の
政
策
統
括
官
ら
幹
部

は
、
不
正
に
つ
い
て
「
深
い

認
識
」
が
な
く
、
両
者
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足

省
幹
部
も
「
議
連
議
員
へ

の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
だ
と
し

て
も
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
ど

う
い
う
思
惑
が
あ
っ
て
な
の

か
」と
頭
を
抱
え
る
。「
近
々

更
迭
も
あ
り
得
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
臆
測
も
広
が
っ

て
い
る
。

て
強
調
し「
相
互
に
尊
重
し
、

平
等
な
立
場
で
協
議
に
努
め

れ
ば
、
ど
ん
な
難
題
も
最
後

に
は
解
決
で
き
る
」と
し
た
。

　

王
氏
は
、
事
実
上
決
裂
し

た
２
月
の
米
朝
首
脳
再
会
談

に
つ
い
て
「
朝
鮮
半
島
の
核

問
題
を
政
治
解
決
す
る
た
め

に
重
要
な
一
歩
だ
っ
た
」
と

評
価
。「
各
国
は
互
い
に
信

し
て
い
た
と
認
定
し
た
。

　

１
月
に
政
府
全
体
で
実
施

し
た
重
要
統
計
の
一
斉
点
検

で
、
賃
金
構
造
統
計
の
不
正

を
把
握
し
な
が
ら
総
務
省
に

報
告
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
幹
部
と
担
当
者
間

で
必
要
な
打
ち
合
わ
せ
が
不

足
し
て
い
た
と
判
断
し
た
。

　

報
告
漏
れ
を
巡
り
、
厚
労

省
が
担
当
室
長
に
よ
る
隠
蔽

と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
こ

と
に
関
し
て
は
、
総
務
省
は

「
覆
す
材
料
は
な
い
」
と
追

認
し
た
。

　

賃
金
構
造
統
計
の
不
正
は

１
月
に
発
覚
。
厚
労
省
の
内

部
調
査
で
は
中
立
性
が
保
て

な
い
と
し
て
、
総
務
省
が
２

月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
関
係
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
で
事
実
関
係

を
調
べ
た
。

　
【
北
京
共
同
】
中
国
の
王

毅
国
務
委
員
兼
外
相
は
８

日
、
北
京
で
開
催
中
の
全
国

人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）

に
合
わ
せ
て
記
者
会
見
し
、

米
国
が
政
府
機
関
で
中
国
の

通
信
機
器
大
手
、
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
製
品
の

使
用
を
禁
じ
た
こ
と
に
つ
い

て
「
政
治
的
な
圧
力
」
だ
と

非
難
し
、
対
抗
措
置
を
示
唆

し
た
。
一
方
、
貿
易
摩
擦
を

念
頭
に
米
中
間
の
対
話
が
重

要
と
の
認
識
も
示
し
た
。
日

本
と
の
関
係
を
引
き
続
き
改

善
す
る
考
え
も
表
明
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て

「
中
国
企
業
の
合
法
的
な
権

益
を
断
固
と
し
て
守
る
」
と

強
調
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
が
、

禁
止
措
置
は
違
憲
だ
と
し
て

米
裁
判
所
に
提
訴
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
「
法
律
を
使
っ

て
権
益
を
守
る
こ
と
を
支
持

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

国
交
樹
立
４
０
周
年
を
迎

え
た
米
中
関
係
に
つ
い
て
は

「
競
争
を
拡
大
し
続
け
れ
ば

協
力
の
余
地
が
狭
ま
る
」
と

協
調
を
呼
び
掛
け
た
。
米
中

貿
易
協
議
が
実
質
的
な
進
展

に
達
し
た
と
の
認
識
を
改
め

大阪維新の会の会合であいさつする松井一郎大阪府知事。自身
が市長選に、吉村洋文大阪市長（右）が知事選にそれぞれ入れ
替わって立候補すると表明した＝８日午後、大阪市（共同）

　

知
事
選
は
２
１
日
、
市
長

選
は
２
４
日
に
告
示
さ
れ
、

府
議
選
、
市
議
選
と
同
じ
４

月
７
日
に
投
開
票
さ
れ
る
。

松
井
氏
は
大
阪
維
新
本
部
で

記
者
会
見
し
、
大
阪
維
新
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
過
半
数
の
議

席
獲
得
を
目
指
す
意
向
を
示

し
た
。達
成
で
き
な
け
れ
ば
、

ダ
ブ
ル
選
に
勝
利
し
た
と
し

て
も
大
阪
維
新
だ
け
で
住
民

投
票
を
実
現
で
き
な
い
。

　

松
井
氏
は
「
公
約
を
守
る

た
め
府
民
、
市
民
の
声
を
聞

き
た
い
。
選
挙
を
盛
り
上
げ

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
」

と
強
調
。
入
れ
替
わ
り
に
つ

い
て「
府
、市
は
一
体
で
や
っ

て
き
た
。
ど
ち
ら
が
ど
う
い

う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
も

府
民
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

は
変
わ
ら
な
い
」
と
理
解
を

求
め
た
。
単
純
な
出
直
し
選

の
場
合
は
年
内
に
残
り
の
任

　
【
共
同
】
最
低
賃
金
を
巡

る
、
厚
生
労
働
省
の
担
当
課

長
の
発
言
が
波
紋
を
呼
ん
で

い
る
。
課
長
は
８
日
も
、
最

低
賃
金
の
全
国
一
律
化
検
討

を
「
個
人
的
な
提
案
」
と
し
、

撤
回
し
な
い
こ
と
を
表
明
。

慌
て
た
厚
労
省
が
謝
罪
文
を

報
道
各
社
に
配
布
す
る
事
態

に
。
国
民
の
生
活
に
直
結
す

る
制
度
だ
け
に
、
厚
労
省
の

動
き
が
注
視
さ
れ
て
い
る
。

　

発
言
し
た
の
は
武
田
康
祐

賃
金
課
長
。
武
田
氏
は
７
日

の
自
民
党
議
員
連
盟
の
会
合

院
選
で
同
党
の
現
職
議
員
が

い
る
大
阪
府
内
の
４
選
挙
区

に
日
本
維
新
の
候
補
を
擁
立

す
る
考
え
を
示
し
た
。
大
阪

３
区
選
出
で
府
本
部
代
表
の

佐
藤
茂
樹
衆
院
議
員
は
「
あ

お
る
よ
う
な
発
言
に
い
ち
い

ち
反
応
し
な
い
。
こ
ち
ら
側

か
ら
対
決
を
し
か
け
る
こ
と

は
な
い
」
と
話
し
た
。

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
に

よ
る
賃
金
構
造
基
本
統
計
の

不
正
問
題
で
、
背
景
な
ど
を

調
べ
た
総
務
省
行
政
評
価
局

は
８
日
午
前
、
報
告
書
を
公

表
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
不

正
は
「
事
な
か
れ
主
義
の
ま

ん
延
」
や
「
順
法
意
識
の

欠
如
」
と
い
う
厚
労
省
の
組

織
風
土
が
根
底
に
あ
る
と
分

析
。
統
計
の
担
当
部
署
は
問

題
が
あ
っ
て
も
幹
部
に
情
報

が
集
約
さ
れ
ず
、
部
下
に
適

切
な
指
示
が
下
り
な
い
「
機

能
不
全
」
に
陥
っ
て
い
る
と

指
弾
し
た
。

　

石
田
真
敏
総
務
相
は
記
者

会
見
で
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
組

織
統
治
）
の
問
題
に
対
し
、

論
点
を
整
理
し
た
。
厚
労
省

で
再
発
防
止
策
を
講
じ
て
も

頼
し
な
い
と
い
う
『
悪
魔
の

ま
じ
な
い
』
を
打
ち
破
る

べ
き
だ
」
と
述
べ
、
相
互
信

頼
が
重
要
だ
と
強
調
し
た
上

で
、
中
国
も
引
き
続
き
問
題

に
関
与
し
て
い
く
考
え
を
表

明
し
た
。

　

改
善
基
調
に
あ
る
日
本
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
「
双
方

の
努
力
を
通
じ
安
定
し
た

発
展
期
に
入
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
日
中
両
政

府
が
調
整
を
進
め
て
い
る
６

月
の
大
阪
で
の
２
０
カ
国
・

地
域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳
会
合

に
合
わ
せ
た
習
近
平
国
家
主

席
の
訪
日
に
つ
い
て
は
言
及

し
な
か
っ
た
。

ば
い
の
１
４
系
群
だ
っ
た
。

「
中
位
」
は
前
年
度
の
３
１

系
群
か
ら
２
９
系
群
に
減
っ

た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
南
部
の
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
と
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
瀬
戸
内

海
の
サ
ワ
ラ
、
伊
勢
・
三
河

湾
の
シ
ャ
コ
が
、
前
年
度
の

「
中
位
」
か
ら
「
低
位
」
に

転
落
。
北
海
道
の
資
源
の
悪

化
と
漁
獲
量
の
減
少
が
目

立
っ
た
。

　

水
産
庁
は
過
去
５
年
間
の

動
向
も
分
析
し
た
。
資
源
量

が
少
な
い
４
１
系
群
の
う
ち

１
９
系
群
が
「
減
少
傾
向
に

あ
る
」
と
評
価
さ
れ
、
状
況

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

覆
面
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー「
ザ
・

デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
」
と
し
て

日
米
で
活
躍
し
た
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ベ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が
７
日
、

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北
部
バ

フ
ァ
ロ
ー
郊
外
の
自
宅
で
死

去
し
た
。
８
８
歳
だ
っ
た
。

息
子
の
カ
ー
ト
さ
ん
が
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
明
ら
か
に
し

た
。
詳
し
い
死
因
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

バ
フ
ァ
ロ
ー
出
身
。

１
９
５
４
年
に
レ
ス
ラ
ー
と

な
っ
た
当
時
は
覆
面
を
使

わ
ず
本
名
で
活
動
し
て
い
た

が
、
６
２
年
に
ザ
・
デ
ス
ト

ロ
イ
ヤ
ー
の
リ
ン
グ
ネ
ー
ム

に
な
っ
て
か
ら
米
内
外
で
人

気
が
出
た
。
得
意
技
の
「
足

４
の
字
固
め
」
で
相
手
を
苦

し
め
た
。

　

６
３
年
に
初
訪
日
し
、
東

京
で
行
わ
れ
た
力
道
山
と

の
試
合
の
テ
レ
ビ
中
継
は

視
聴
率
６
４
％
を
記
録
す
る

な
ど
、
日
本
に
空
前
の
プ
ロ

レ
ス
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
に

も
出
演
。
引
退
後
は
バ
フ
ァ

ロ
ー
郊
外
に
戻
っ
て
体
育
教

師
に
な
っ
た
。
２
０
１
７
年

秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を

受
章
し
た
。

長
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告

（
６
４
）の
保
釈
に
立
ち
会
っ

た
高
野
隆
弁
護
士
は
８
日
、

自
身
の
ブ
ロ
グ
で
、
作
業
着

で
の
変
装
に
つ
い
て
「
ゴ
ー

ン
氏
の
名
声
に
泥
を
塗
る
結

果
と
な
っ
た
。
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
」と
謝
罪
し
た
。

　

一
方
、
ゴ
ー
ン
被
告
は
８

日
午
前
、
保
釈
中
の
住
居
と

さ
れ
る
東
京
都
内
の
マ
ン

シ
ョ
ン
周
辺
に
姿
を
現
し
た

が
、
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
約

１
０
人
の
報
道
陣
に
無
言
を

貫
い
た
。
黒
色
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
に
ニ
ッ
ト
帽
姿
で
、
記

者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
に
視
線
を

向
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

高
野
弁
護
士
は
ブ
ロ
グ

で
、
変
装
は
自
身
が
計
画
し

た
と
明
か
し
「
素
顔
を
さ
ら

し
て
住
居
に
向
か
え
ば
、
マ

ス
コ
ミ
に
追
い
掛
け
ら
れ
、

全
世
界
に
知
れ
渡
る
。
生
活

を
取
り
戻
す
ど
こ
ろ
か
、
健

が
特
に
深
刻
と
判
明
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
南
部
と
根
室
海

峡
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
の
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
、太
平
洋
の
キ
ン
メ
ダ
イ
、

日
本
海
の
マ
ガ
レ
イ
な
ど
が

含
ま
れ
る
。

　

漁
獲
量
を
減
ら
す
べ
き
だ

と
指
摘
さ
れ
た
も
の
も
多

い
。
瀬
戸
内
海
東
部
の
イ
カ

ナ
ゴ
は
「
禁
漁
も
見
据
え
た

早
急
な
資
源
保
護
施
策
の
提

言
が
必
要
」
で
、根
室
海
峡
・

道
東
・
日
高
・
胆
振
の
ホ
ッ

ケ
は
「
資
源
が
激
減
し
た
現

在
、
積
極
的
な
漁
獲
を
避
け

る
べ
き
だ
」
と
さ
れ
た
。

引
き
続
き
「
国
が
前
面
に

立
っ
て
取
り
組
む
」と
確
約
。

廃
炉
作
業
の
ほ
か
、
住
民
帰

還
へ
の
環
境
整
備
、
沿
岸
部

で
の
新
産
業
創
出
、
風
評
被

害
対
策
を
挙
げ
た
。
２
０
年

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
を
通
じ
た
海
外
向
け

の
情
報
発
信
、
震
災
の
教
訓

継
承
も
推
進
す
る
。

　

復
興
庁
は
震
災
発
生
か
ら

約
１
１
カ
月
後
の
１
２
年
２

月
に
発
足
し
、
設
置
期
限
は

震
災
１
０
年
後
の
２
１
年
３

月
末
ま
で
。
堤
防
や
住
宅
な

ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
め
ど
が

立
ち
つ
つ
あ
る
が
、
ソ
フ
ト

面
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

基
本
方
針
は
１
１
年
７
月

に
策
定
さ
れ
た
。
政
府
は

１
６
年
３
月
の
改
定
で
１
６

〜
２
０
年
度
を
「
復
興
・
創

生
期
間
」
と
位
置
付
け
、
３

年
後
を
め
ど
に
見
直
す
と
し

て
い
た
。

康
す
ら
損
な
わ
れ
る
」
と
理

由
を
説
明
。
計
画
は
失
敗

だ
っ
た
と
す
る
一
方
、「
自

由
人
と
し
て
家
族
に
再
会
で

き
た
」
と
喜
ん
だ
。

　

ゴ
ー
ン
被
告
は
昨
年
１
１

月
１
９
日
の
逮
捕
以
降
、

１
０
８
日
間
、
身
柄
を
拘
束

さ
れ
た
。
今
月
６
日
に
保
釈

さ
れ
、作
業
着
に
青
い
帽
子
、

白
い
マ
ス
ク
姿
で
東
京
拘
置

所
を
出
た
。

　
【
共
同
】
会
社
法
違
反
（
特

別
背
任
）
な
ど
の
罪
で
起
訴

さ
れ
た
日
産
自
動
車
の
前
会
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軍
の
中
で
も
強
い
反
感
招
く

３
７
５
０
万
人
は
非
正
規
雇

用
だ
っ
た
。

　

国
内
全
２
７
州
の
内
、
北

東
部
９
州
と
、
北
部
７
州
は

全
て
、
非
正
規
雇
用
率
が
全

国
平
均
を
上
回
っ
た
。
南
部

や
南
東
部
、
中
西
部
で
は
、

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
だ
け

が
全
国
平
均
を
超
え
た
。

　

非
正
規
雇
用
率
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
パ
ラ
ー
州
の

６
１
・
４
％
で
、
２
位
の
マ
ラ

ニ
ョ
ン
州
は
５
９
・
８
％
、
３

位
の
ピ
ア
ウ
イ
州
は

５
８
・８
％
だ
っ
た
。

　

ジ
ェ
ト
ゥ
ー
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
所
属

調
査
員
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ド
ゥ

ケ
氏
は
、「
北
部
、
北
東
部

の
貧
し
い
州
の
住
民
は
学
歴

も
低
く
、
正
規
契
約
で
雇
用

で
き
る
よ
う
な
産
業
も
な
い
」

と
見
て
い
る
。

　

ド
ゥ
ケ
氏
は
「
増
え
て
い

る
の
は
非
正
規
雇
用
だ
け
」

と
も
語
り
、
製
造
業
な
ど
が

北
部
、
北
東
部
よ
り
多
く
、

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
７
日
、
リ
オ
で
開
か
れ
た
海
軍
海
兵
隊
記
念
日
の
式
典

で
、「
伯
国
の
民
主
主
義
は
軍
部
次
第
」
と
発
言
し
、
物
議
を
醸
し
た
。
５
日
に
は

自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
閲
覧
規
制
の
か
か
っ
た
成
人
映
像
を
拡
散
し
て
国
際
的
に

問
題
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

主
義
と
自
由
は
軍
に
か
か
っ

て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
さ

ほ
ど
気
に
し
て
い
な
い
が
、

「
我
々
と
似
た
考
え
を
持
つ

良
き
人
々
」
と
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
が
定
義
す
る
概
念
と
軍
を

直
接
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と

を
嫌
悪
し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
紙
に
よ
れ
ば
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
次
男
カ
ル
ロ
ス
氏

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
が
敵
と
み

な
し
て
い
る
、
意
見
を
異
に

す
る
人
た
ち
を
踏
み
つ
ぶ
す

準
備
が
出
来
て
い
る
と
み
な

さ
れ
る
の
を
、
軍
部
は
特
に

嫌
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
い
っ
た
事
情
も
あ
っ

て
、
共
に
陸
軍
出
身
の
ア
ミ

ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン
副
大
統

領
と
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ
レ
ー

ノ
大
統
領
府
安
全
保
障
室

（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）
長
官
は
同
日
午

後
、「
大
統
領
の
発
言
は
曲

解
さ
れ
て
い
る
」
と
報
道
陣

に
訴
え
た
。
モ
ウ
ロ
ン
氏
は

「
軍
が
民
主
主
義
と
自
由
を

守
る
た
め
の
機
関
と
し
て
機

能
せ
ず
、
民
主
主
義
な
ど
の

価
値
が
消
滅
し
て
い
る
、
ベ

　

リ
オ
州
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
州
知
事
は
、

国
際
女
性
デ
ー
の
前
日
の
７

日
、「
マ
リ
ア
・
ダ
・
ペ
ー

ニ
ャ
法
で
告
発
を
受
け
た
男

性
は
、
リ
オ
州
の
公
的
機
関

の
委
員
会
の
役
職
者
に
指
名

で
き
な
い
」
こ
と
な
ど
を
決

ネ
ズ
エ
ラ
の
よ
う
な
国
と
比

較
し
て
、
あ
の
よ
う
な
物
言

い
と
な
っ
た
の
だ
」
と
語
っ

た
。
エ
レ
ー
ノ
氏
は
「
民
主

主
義
に
と
っ
て
、
軍
が
最
後

の
砦
と
い
う
意
味
の
発
言
」

と
し
、「
民
主
主
義
が
国
民

の
も
の
」
と
い
う
考
え
を
否

定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　

今
回
の
発
言
は
「
社
会
保

障
制
度
改
革
で
は
軍
も
犠
牲

を
払
う
べ
き
」
と
の
発
言
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

同
制
度
改
革
案
の
審
議
に
は

必
須
と
議
会
が
主
張
す
る
軍

人
へ
の
年
金
支
給
を
制
限
す

る
案
を
出
す
前
に
、
軍
に
気

を
遣
お
う
と
し
た
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス

が
過
ぎ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
昨
日
付

本
紙
で
も
報
じ
た
よ
う
に
、

成
人
映
像
拡
散
に
次
ぐ
問
題
発
言

雇
用
回
復
の
勢
い
も
強
い
南

東
部
の
聖
州
、
リ
オ
州
、
ミ

ナ
ス
州
な
ど
で
、
非
正
規
雇

用
増
加
率
が
高
く
出
て
い
る

理
由
を
説
明
し
た
。

　

た
だ
し
、
今
回
の
調
査
の

責
任
者
の
一
人
で
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
チ
ア
ゴ
・
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル

氏
に
よ
れ
ば
、「『
正
規
雇
用

が
減
り
、
非
正
規
雇
用
が
増

え
て
し
ま
う
…
』
と
い
っ
た

懸
念
は
そ
も
そ
も
南
部
、
南

オ
（
４
２
％
）、
北
大
河
州

（
３
・
１
％
）、
セ
ル
ジ
ッ
ペ
州

（
３
％
）、
パ
ラ
ナ
州
（
２
・

７
％
）、
Ｄ
Ｆ
（
２
・
２
％
）、

ミ
ナ
ス
州
（
２
％
）
と
続

く
。
こ
の
調
査
は
民
間
の
コ

ン
サ
ル
会
社
テ
ン
デ
ン
シ
ア
ス

（
Ｔ
）
社
が
行
っ
た
も
の
で
、

Ｆ
紙
が
独
占
で
報
じ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
就
業

人
口
９
１
８
０
万
人

中
、
４
０
・
８
％
に
あ
た
る

　

国
内
全
２
７
州
政
府
（
便

宜
上
、
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の

あ
る
連
邦
直
轄
区
（
Ｄ
Ｆ
）

も
州
扱
い
と
す
る
）
中
、
聖

州
、
リ
オ
州
、
Ｄ
Ｆ
な
ど
の

８
州
は
、「
２
０
１
６
年
か

ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
非
正

規
雇
用
増
加
率
」
が
全
国
平

均
の
１
・
８
％
を
上
回
っ
た

と
、８
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ（
Ｆ
）

紙
が
報
じ
た
。

　

非
正
規
雇
用
増
加
率
ト
ッ

プ
は
、
４
・
７
％
だ
っ
た
エ

ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
で
、
以

下
、
聖
州
（
４
・
２
％
）、
リ

北
部
、北
東
部
は
高
止
ま
り

暴
力
反
対
や
平
等
求
め
る
デ
モ

南
北
格
差
の
傾
向
、依
然
強
く

東
部
に
だ
け
当
て
は
ま
る
事
。

北
部
や
北
東
部
は
元
々
、
非

正
規
が
中
心
だ
っ
た
」
と
い

う
。
北
部
、
北
東
部
各
州
の

経
済
は
、
民
間
企
業
、
民
間

事
業
の
規
模
が
小
さ
く
、
雇

用
の
多
く
を
公
的
機
関
に

頼
っ
て
い
る
点
も
是
正
が
必

要
だ
。

　

北
東
部
の
マ
ラ
ニ
ョ
ン
、
ピ

ア
ウ
イ
両
州
で
は
、
民
間
企

業
の
従
業
員
の
正
規
雇
用
率

が
５
０
％
で
、
全
国
平
均
の

７
５
％
を
下
回
る
。
ま
し
て
、

南
部
、
南
東
部
の
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
州
（
９
０
％
超
）、

聖
州
（
８
０
％
超
）
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
。

　

シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
氏
は
、「
平

均
値
だ
け
で
は
伯
国
の
実
情

は
分
か
ら
な
い
。
“
裕
福
な

南
部
と
貧
し
い
北
部
”
の
格

差
は
未
だ
に
大
き
い
事
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
ま
と

め
た
。

し
、
家
族
を
愛
し
、
我
々
と

似
た
考
え
の
国
と
近
づ
く
こ

と
を
望
み
、
民
主
主
義
を
愛

す
る
人
た
ち
と
。
よ
っ
て
、

民
主
主
義
と
自
由
は
、
君
た

ち
軍
人
が
こ
の
よ
う
な
国
の

実
現
を
と
願
っ
た
時
、
初
め

て
成
立
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
発
言
は
ネ
ッ
ト
上
で

早
速
問
題
視
さ
れ
、
批
判
的

な
反
応
が
相
次
い
だ
。
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
敵
扱
い
し
て
き

た
、
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
や

社
会
主
義
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｏ

Ｌ
）
な
ど
、
左
翼
関
係
者
の

反
感
は
特
に
強
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
称
え
た
は
ず
の
軍
の
上
層

部
や
軍
出
身
の
閣
僚
の
間
で

も
、
こ
の
発
言
の
受
け
は
悪

い
と
い
う
。
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

に
よ
る
と
、
彼
ら
は
「
民
主

南部、南東部でも非正規雇用が増えている
（参考画像・Marcello Casal / Ag.Brasil）

７日のボウソナロ大統領（Marcos Correa/PR）

副
大
統
領
ら
は
必
死
に
火
消
し
に

国際女性デー

カ
ー
ニ
バ
ル
期
間
中
の
風
紀

の
乱
れ
を
示
す
た
め
、
閲
覧

規
制
の
か
か
っ
た
公
衆
の
面

前
で
の
放
尿
映
像
を
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
拡
散
し
、
国
際
的
に

批
判
を
受
け
た
ば
か
り
だ
。

連
邦
政
府
内
部
で
は
、
失
態

が
相
次
ぐ
こ
と
を
危
惧
す
る

声
が
広
が
っ
て
い
る
。

め
た
条
例
を
裁
可
し
、
官
報

に
掲
載
し
た
。
リ
オ
州
の
よ

う
な
大
き
な
州
が
こ
の
よ
う

な
判
断
を
行
っ
た
こ
と
は
、

家
庭
内
暴
力
問
題
へ
の
対
処

と
し
て
朗
報
と
言
え
る
が
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
支
持
の

保
守
派
で
知
ら
れ
る
ヴ
ィ
ッ

ツ
ェ
ル
州
知
事
が
同
条
例
を

裁
可
し
た
こ
と
も
注
目
す
べ

き
だ
。
他
方
、
ダ
マ
レ
ス
・

ア
ウ
ヴ
ェ
ス
人
権
相
は
８
日

朝
、「
女
性
が
男
女
平
等
を

求
め
る
姿
勢
が
女
性
へ
の
暴

力
を
招
く
」
と
発
言
し
、
物

議
を
醸
し
た
。
こ
の
問
題
に

対
す
る
大
統
領
の
見
解
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

８
日
付
ア
ゴ
ラ
紙
に
よ
る

と
、
髄
膜
炎
の
複
合
ワ
ク
チ

ン
が
不
足
し
て
い
る
。
足
り

な
い
の
は
Ａ
、
Ｃ
、
Ｗ
、
Ｙ

型
に
対
応
す
る
複
合
型
の
ワ

ク
チ
ン
で
、
少
な
く
と
も
こ

こ
３
年
く
ら
い
は
特
定
の
診

療
所
に
行
か
な
い
と
見
つ
か

ら
な
い
と
い
う
。
通
常
の
ワ

ク
チ
ン
は
需
要
に
応
じ
て
生

産
さ
れ
る
が
、
ど
の
年
に
ど

の
型
の
ワ
ク
チ
ン
が
必
要
と

な
る
か
は
予
測
が
困
難
で
、

複
合
型
を
希
望
す
る
医
療
機

関
が
増
え
て
い
る
の
だ
。
髄

膜
炎
は
、
１
日
に
死
亡
し
た

ル
ー
ラ
元
大
統
領
の
孫
の
ア

ル
ト
ゥ
ー
ル
ち
ゃ
ん
（
７
）

の
死
で
世
間
の
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う

話
を
聞
く
と
不
安
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

例
年
、「
気
が
つ
い
た
ら

行
わ
れ
て
い
る
」
印
象
の
強

い
サ
ッ
カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
杯

第
２
ラ
ウ
ン
ド
。
６
日
は
聖

市
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
・
ス
タ
ジ

ア
ム
で
サ
ン
ト
ス
対
ア
メ
リ

カ
Ｒ
Ｎ
の
試
合
が
行
わ
れ
、

サ
ン
ト
ス
が
４
―
０
で
圧
勝

し
た
。
こ
れ
で
サ
ン
ト
ス
は

第
３
ラ
ウ
ン
ド
進
出
で
、
ア

ト
レ
チ
コ
・
ゴ
イ
ア
ニ
エ
ン

セ
と
対
戦
だ
。

　

世
界
経
済
の
停
滞
懸
念

と
、
国
内
の
社
会
保
障
制
度

改
革
進
展
へ
の
不
安
感
が
重

な
り
、
７
日
の
為
替
相
場

は
１
ド
ル
＝
３
・
８
８
６
レ

ア
ル
で
取
引
を
終
え
、
今
年

最
高
の
ド
ル
高
水
準
に
な
っ

た
と
、
８
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。
同
日
の
株
式
相
場

は
前
日
比
０
・
１
３
％
高
の
、

９
万
４
３
４
０
・
１
７
ポ
イ

ン
ト
だ
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
は
、
市

場
か
ら
早
期
の
社
会
保
障
制

度
改
革
実
現
を
半
ば
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

政
府
案
が
不
評
な
事
、
安
易

な
妥
協
姿
勢
を
見
せ
始
め
た

割
に
賛
成
を
固
め
た
わ
け
で

も
な
い
事
、
さ
ら
に
、
大
統

領
の
わ
い
せ
つ
動
画
投
稿
問

題
の
騒
動
に
市
場
が
危
機
感

を
募
ら
せ
た
事
が
、
レ
ア
ル

安
、
ド
ル
高
に
繋
が
っ
た
と

見
ら
れ
て
い
る
。
８
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
な
ど
は
、「
市

場
と
政
権
の
蜜
月
時
代
の
危

機
」
と
ま
で
評
し
た
。

　

７
日
の
為
替
相
場
は
、
１

ド
ル
＝
３
・
９
０
レ
ア
ル
の

ラ
イ
ン
を
上
回
る
水
準
で
推

移
し
て
い
た
が
、
取
引
終
了

間
際
に
大
統
領
が
、「
伯
国

の
発
展
は
社
会
保
障
改
革
の

成
功
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

改
め
て
示
し
た
事
で
、
レ
ア

ル
が
値
を
戻
し
、
１
ド
ル
＝

３
・
８
８
６
レ
ア
ル
に
落
ち

着
い
た
。

　

コ
ン
サ
ル
会
社
テ
ン
デ
ン

シ
ア
ス
社
の
共
同
経
営
者
、

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ラ
・
リ
ベ
イ

ロ
氏
は
、「
政
権
は
発
足
当

初
か
ら
問
題
続
き
。
わ
い
せ

つ
動
画
も
、
投
資
家
か
ら
の

信
用
を
落
と
し
た
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
政
府
の
政
局
調

整
（
議
員
ら
へ
の
根
回
し
）

は
、
ま
る
で
駄
目
。
下
院

３
０
８
、
上
院
４
９
を
固
め

る
た
め
の
具
体
的
な
進
展
を

市
場
は
求
め
て
い
る
」
と
の

声
も
、
金
融
関
係
者
か
ら
は

聞
こ
え
て
い
る
。

　

な
お
、
８
日
の
為
替
相
場

は
、
午
後
５
時
の
時
点
で

１
ド
ル
＝
３
・
８
７
０
２
レ

ア
ル
、
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ

は
９
万
５
１
５
２
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
。

　

国
際
女
性
デ
ー
の
８
日
は

世
界
各
国
で
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
や
、
性
差
故
の
不
平

等
に
反
対
す
る
抗
議
集
会
や

デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

　

伯
国
で
は
、
女
性
へ
の
暴

力
は
家
庭
内
暴
力
や
女
性
殺

人
と
い
っ
た
形
で
集
計
さ
れ
て

い
る
が
、
家
庭
内
暴
力
の
場

合
は
被
害
者
の
５
２
％
が
被

害
届
を
出
さ
な
い
な
ど
、
実

態
把
握
が
困
難
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
７
、８
日
付

伯
字
紙
サ
イ
ト
は
、
女
性
故

に
殺
さ
れ
た
女
性
殺
人
な
ど

の
女
性
へ
の
暴
力
事
件
は
増

え
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

　

１
８
年
に
殺
人
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
た
女
性
は

４
２
５
４
人
で
、
４
５
５
８

人
だ
っ
た
前
年
よ
り
６
・７
％

減
っ
た
が
、
男
性
も
含
め
た

殺
人
事
件
の
犠
牲
者
は
約

１
３
％
減
っ
た
事
を
考
え
れ

ば
、
減
少
率
は
小
さ
い
。

　

他
方
、
女
性
殺
人
の
犠

牲
者
は
１
１
７
３
人
で
、

１
０
４
７
人
だ
っ
た
前
年
よ

り
１
２
％
増
え
た
。
殺
人
事

件
で
の
女
性
の
犠
牲
者
増
は

８
州
に
止
ま
っ
た
の
に
、
女

性
殺
人
は
１
６
州
で
増
え

た
。

　

女
性
が
殺
さ
れ
た
割
合
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
ロ
ラ
イ
マ

州
の
１
０
万
人
当
た
り
１
０

人
で
、
殺
さ
れ
た
女
性
の
増

加
率
も
８
７
％
（
１
５
人
か

ら
２
８
人
）
で
最
高
だ
っ
た
。

同
州
は
難
民
増
加
や
犯
罪
組

織
同
士
の
抗
争
増
加
な
ど
で

犯
罪
件
数
そ
の
も
の
が
増
え

て
い
る
が
、
犯
罪
組
織
に
関

わ
る
女
性
が
増
え
て
い
る
事

も
、
女
性
の
犠
牲
者
が
増
え

た
理
由
だ
と
い
う
。

　

他
方
、
女
性
殺
人
の
発
生

率
が
最
も
高
か
っ
た
ア
ク
レ

州
（
１
０
万
人
当
た
り
３
・

２
人
）
は
、
殺
人
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
た
女
性
の
割
合
も

１
０
万
人
当
た
り
８
・
１
人

で
、
全
国
で
３
位
だ
っ
た
。

同
州
も
、
犯
罪
組
織
や
組
織

構
成
員
に
関
わ
る
女
性
の
割

合
が
増
え
て
い
る
。
同
州
で

の
女
性
殺
人
の
一
例
は
、
隣

人
の
軍
警
（
５
１
）
の
不
倫

相
手
（
３
４
）
が
、
妊
娠
を

告
げ
た
２
日
後
に
殺
さ
れ
た

と
い
う
も
の
だ
。

　

女
性
殺
人
や
女
性
へ
の
暴

行
事
件
は
今
年
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
４
日
に
は
セ
ア
ラ

州
で
、
軍
警
が
妻
を
射
殺
す

る
事
件
と
発
砲
し
て
重
傷
を

負
わ
せ
る
事
件
が
連
続
、
５

日
に
は
聖
州
の
ボ
ル
ボ
レ
マ

で
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
フ
ェ
ス
タ

後
に
２
５
歳
の
夫
が
２
９
歳

の
妻
を
絞
殺
す
る
事
件
も
起

き
た
。
６
日
は
Ｇ
１
サ
イ
ト

だ
け
で
、
夫
や
恋
人
に
よ
る

女
性
へ
の
暴
行
、
殺
害
事
件

が
５
件
報
じ
ら
れ
た
。

　

性
差
故
の
不
平
等
と
い
う

点
で
は
、
地
理
統
計
院
が
８

日
、
女
性
の
方
が
学
歴
が
高

い
の
に
、
平
均
給
与
は
男
性

の
７
９
・
５
％
の
２
０
５
０

レ
ア
ル
と
発
表
。
国
連
は
職

員
や
役
職
者
数
を
男
女
同

数
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

伯
国
で
は
性
に
よ
る
雇
用
の

機
会
や
給
与
な
ど
の
格
差
は

依
然
と
し
て
大
き
い
。

　

７
日
午
前
、
聖
市
市
役
所

と
Ｓ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス
の
マ
ー
ク

入
り
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
車
で

走
行
中
の
元
軍
警
が
銃
弾
４

発
を
浴
び
て
死
亡
す
る
事
件

が
起
き
た
。
７
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

亡
く
な
っ
た
の
は
ジ
ウ
ソ

ン
・
テ
ラ
氏
で
、
７
日
午
前

１
１
時
２
０
分
頃
、
聖
市
東

部
サ
ン
マ
テ
ウ
ス
を
市
役
所

の
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
車
で
走

行
中
に
黒
い
車
と
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
接
近
し
た
犯
罪
者
か

ら
計
４
発
の
銃
弾
を
浴
び
、

即
死
し
た
。
車
内
に
は
も
う

２
人
乗
車
し
て
お
り
、
彼
ら

も
負
傷
し
た
が
、
病
院
に
運

ば
れ
、
加
療
中
だ
。
二
人
と

も
命
に
は
別
状
は
な
い
。
犯

人
は
現
在
も
逃
走
中
だ
。

　

テ
ラ
氏
は
こ
の
地
域
の
殺

人
請
負
集
団
に
属
し
て
い
た

と
さ
れ
、
警
察
は
「
粛
清
」

又
は
「
復
讐
」
の
線
で
捜
査

中
だ
。
同
氏
は
軍
警
だ
っ
た

２
０
１
２
年
に
弁
護
士
暗

殺
計
画
に
関
わ
っ
た
容
疑
で

起
訴
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

１
３
年
に
は
強
盗
事
件
に
関

与
し
た
疑
い
で
、
懲
戒
免
職

処
分
を
受
け
て
い
た
。

　

テ
ラ
氏
が
乗
っ
て
い
た
車

は
市
の
バ
ス
運
営
会
社
の
一
つ

で
あ
る
ヴ
ィ
ア
・
ス
ル
の
下

請
会
社
の
も
の
で
、
殺
害
さ

れ
た
当
日
も
勤
務
中
だ
っ
た

と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

3月8日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8702  R$
買　3.8696  R$

円相場
売　0.0348  R$
買　0.0348  R$

「民主主義の存在は軍次第」
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
こ

の
式
典
で
「
私
は
昨
年
の
選

挙
で
選
ば
れ
、
大
統
領
に
就

任
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

国
を
変
え
る
と
い
う
任
務
を

受
け
取
っ
た
」
と
し
た
後
、

「
こ
の
任
務
は
良
き
人
々
と

共
に
遂
行
さ
れ
る
。
国
を
愛

社
会
保
障
制
度
改
革
に
不
安
感

今
年
最
高
の
ド
ル
高
水
準
に

伯
国
は
女
性
殺
人
増
加
の
傾
向

ボウソナロ
雇用市場情勢

南
部
、南
東
部
で
も
非
正
規
増
大

（２）２０１９年 第５１９６号 ３月 ９日 （土曜日）

為替相場

元
軍
警
が
４
発
の
銃
弾
受
け
死
亡

過
去
の
事
件
に
絡
む
粛
清
か

聖 市



　
〝
と
っ
ち
ゃ
ん
〟
先せ

ん

生せ
い

、
こ
と
、
桑く

わ

原は
ら

暁き
ょ
う

一い
ち

先せ
ん

生せ
い

は
あ
る
都と

立り
つ

高こ
う

校こ
う

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

を
２
０
年ね

ん

間か
ん

勤つ
と

め
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
こ

の
本ほ

ん

の
前ま

え

書が

き
に
は
、
こ
う
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
る
。

　
桑く

わ

原は
ら

さ
ん
は
、
一い

ち

高こ
う

文ぶ
ん

科か

を
経へ

て
、
東と

う

大だ
い

文ぶ
ん

学が
く

部ぶ

国こ
く

文ぶ
ん

学が
く

科か

と
い
う
い
わ
ば
世よ

に
い
う
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
進す

す

ん
だ
学が

っ

究
き
ゅ
う

で
あ
っ
た
が
、
生

し
ょ
う

涯が
い

を
通つ

う

じ
て
栄え

い

達た
つ

な
ど
に
は
目め

も
く
れ
ず
、

ひ
た
す
ら
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

た
る
の
道み

ち

を
求も

と

め
つ
づ
け
ら
れ
た
。［
１
，　

Ｐ
２
］

　

桑く
わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
昭

し
ょ
う

和わ

４
８
（
１
９
７
３
）
年ね

ん

３
月が

つ

に
退た

い

職し
ょ
くさ

れ
た
後あ

と

、
わ
ず
か
２
ヶ
月げ

つ

後ご

に
は
逝せ

い

去き
ょ

さ
れ
る
。
ま
る
で
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

を
辞や

め
た
ら
、
も
う
こ
の
世よ

に
は
用よ

う

が
な
い
、
と
で
も

言い

う
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
数す

う

年ね
ん

後ご

、
あ
る
美う

つ
く
し
い
機き

縁え
ん

か
ら
、
そ
の
遺い

稿こ
う

が
見み

つ
か
り
、
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

桑く
わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

の
無む

二に

の
親し

ん

友ゆ
う

だ
っ
た
教

き
ょ
う

育い
く

学が
く

博は
か

士せ

・
元も

と

佐さ

賀が

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
副そ

え

島じ
ま

羊よ
う

吉き
ち

郎ろ
う

氏し

が
、
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

か
ら
の
来ら

い

信し
ん

を
見み

直な
お

し
て
い
る
と
、
昭

し
ょ
う

和わ

３
０
年ね

ん

２
月が

つ

２
９
日に

ち

の
手て

紙が
み

に

「『
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

と
し
て
の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

』
を
一い

っ

気き

に
書か

き
あ
げ

た
」
と
の
一い

っ

節せ
つ

を
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
。
も
う
２
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

の

手て

紙が
み

で
あ
る
。

　

ご
遺い

族ぞ
く

に
探さ

が

し
て
貰も

ら

っ
た
と
こ
ろ
、「
不ふ

用よ
う

に
な
っ
た
試し

験け
ん

問も
ん

題だ
い

用よ
う

紙し

の
裏う

ら

を
利り

用よ
う

し
て
、
鉛え

ん

筆ぴ
つ

で
な
ぐ
り
書が

き
し
た
よ

う
な
筆ふ

で

運は
こ

び
の
も
の
が
発は

っ

見け
ん

」
さ
れ
た
。
副そ

え

島じ
ま

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
そ

れ
を
丹た

ん

念ね
ん

に
別べ

つ

の
原げ

ん

稿こ
う

用よ
う

紙し

（
４
百

ひ
ゃ
く

字じ

詰づ
め

８
９
枚ま

い

）
に
清せ

い

書し
ょ

さ
れ
た
。
原げ

ん

文ぶ
ん

の
判は

ん

読ど
く

で
迷ま

よ

わ
れ
た
筆ひ

っ

跡せ
き

個か

所し
ょ

に
つ
い
て
は
、

故こ

人じ
ん

の
筆ひ

っ

跡せ
き

を
よ
く
知し

っ
て
い
る
方か

た

を
煩わ

ず
ら
わ
し
て
解か

い

明め
い

で
き
た

と
い
う
。
副そ

え

島じ
ま

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
こ
う
書か

い
て
い
る
。

　
よ
み
づ
ら
い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
原げ

ん

稿こ
う

で
し
た
。
し
か
し
桑く

わ

原は
ら

さ
ん
は
、″
自じ

分ぶ
ん

が
一い

ち

番ば
ん

力ち
か
らを
注そ

そ

い
だ
の
は
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

で
あ
っ

た
か
ら
、最さ

い

後ご

に
は
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

に
関か

ん

す
る
こ
と
を
ま
と
め
た
い

″
と
言い

っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
念ね

ん

願が
ん

を
果は

た

さ
ず
に
亡な

く
な
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
こ
の

論ろ
ん

文ぶ
ん

を
私わ

た
し
は
非ひ

常じ
ょ
うな
関か

ん

心し
ん

を
も
っ
て
読よ

み
ま
し
た
。
結け

っ

果か

は

人に
ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

と
し
て
の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

～
『〝
と
っ
ち
ゃ
ん
〟先せ

ん

生せ
い

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

』か
ら

２０１８年
ねん

１２月
がつ

１６日
にち

版
ばん

深ふ
か

い
感か

ん

銘め
い

を
う
け
ま
し
た
。
桑く

わ

原は
ら

さ
ん
が
後あ

と

で
書か

か
れ
た
ら
、

も
っ
と
修

し
ゅ
う

正せ
い

し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思お

も

い
ま
す
が
、
大お

お

き
な
筋す

じ

は

大た
い

し
て
変か

わ

ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思お

も

い
ま
す
。［
１　
，

Ｐ
４
］

　
こ
の
遺い

稿こ
う

を
ま
と
め
た
本ほ

ん

が
『〝
と
っ
ち
ゃ
ん
〟
先せ

ん

生せ
い

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

』［
１
］
で
あ
る
。
こ
の
本ほ

ん

は
最さ

い

近き
ん

、
電で

ん

子し

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

に

て
復ふ

っ

刻こ
く

さ
れ
、
私わ

た
し
も
一い

ち

読ど
く

し
て
、
深ふ

か

い
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
た
。「
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

た
る
の
道み

ち

」
を
追つ

い

究き
ゅ
うし
た
人ひ

と

の
言こ

と

葉ば

と
し
て
、
ぜ
ひ

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

師し

を
志

こ
こ
ろ
ざす
人ひ

と

、
あ
る
い
は
、
ひ
ろ
く
教

き
ょ
う

育い
く

に
関か

か

わ
る

人ひ
と

々び
と

に
読よ

ん
で
貰も

ら

い
た
い
と
思お

も

い
、
今こ

ん

回か
い

、
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　

桑く
わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

の
教

き
ょ
う

師し

ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本ほ

ん

の
あ
と
が
き

に
寄よ

せ
ら
れ
た
か
つ
て
の
生せ

い

徒と

た
ち
の
思お

も

い
出で

か
ら
窺う

か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
あ
る
女じ

ょ

生せ
い

徒と

は
こ
う
書か

い
て
い
る
。

　

先せ
ん

生せ
い

と
の
出で

会あ

い
は
千せ

ん

岳が
く

荘そ
う

、
夏な

つ

の
移い

動ど
う

教き
ょ
う

室し
つ

で
あ
る
。

地じ

下か

足た

袋び

を
は
い
て
、
さ
っ
そ
う
と
安あ

達だ

太た

良ら

山や
ま

を
登の

ぼ

る
先せ

ん

生せ
い

を
、
私

わ
た
し

達た
ち

は
山や

ま

の
お
じ
さ
ん
か
と
思お

も
っ
て
い
た
。
そ
の
お
じ
さ

ん
が
、
二に

年ね
ん

に
な
っ
て
教

き
ょ
う

室し
つ

に
現あ

ら
われ
た
の
に
困こ

ん

惑わ
く

し
て
し
ま
っ

た
。

　
初は

じ

め
は
風ふ

う

変が

わ
り
な
先せ

ん

生せ
い

だ
な
あ
と
思お

も
っ
て
い
た
。
先せ

ん

生せ
い

も

初は
じ

め
は
実じ

っ

際さ
い

そ
う
し
て
い
た
よ
う
に
思お

も

わ
れ
る
。
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

を

小こ

わ
き
に
か
か
え
、
お
も
む
ろ
に
教

き
ょ
う

室し
つ

に
入は

い
っ
て
く
る
。
教

き
ょ
う

壇だ
ん

に
着つ

く
か
着つ

か
ぬ
間あ

い
だに
、
ひ
と
り
で
御お

辞じ

儀ぎ

を
す
ま
せ
て
し
ま

う
。
立た

ち
あ
が
っ
た
私

わ
た
し

達た
ち

は
機き

を
失

う
し
な
っ
て
お
ど
お
ど
し
て
し
ま

う
と
いっ
た
調

ち
ょ
う

子し

だ
。［
１
，　
Ｐ
１
６
４
］

　

桑く
わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うぶ
り
に
つ
い
て
は
、
別べ

つ

の
生せ

い

徒と

が
こ
う
回か

い

想そ
う

し
て
い
る
。

　

先せ
ん

生せ
い

は
生せ

い

徒と

と
の
一い

っ

体た
い

感か
ん

を
と
て
も
大た

い

切せ
つ

に
し
て
い
ま
し

た
。・
・
・
あ
る
時と

き

に
は
、
き
の
う
作つ

く
っ
た
句く

だ
と
いっ
て
、

　
老ろ

う

残ざ
ん

の
書し

ょ

斎さ
い

明あ
か

る
む
バ
ラ
五ご

輪り
ん

と
黒こ

く

板ば
ん

に
書か

き
ま
し
た
。
た
い
て
い
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
が
ら

生せ
い

徒と

と
一い

っ

体た
い

に
な
っ
て
い
く
の
で
し
た
。
そ
し
て
本ほ

ん

当と
う

に
一い

っ

体た
い

に

な
っ
た
時と

き

に
は
、
目め

を
細ほ

そ

め
て
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
話は

な
しし
方か

た

で
、

し
み
じ
み
と
し
た
話は

な
しを
し
て
く
れ
ま
し
た
。
僕ぼ

く

は
こ
う
い
っ
た

時と
き

の
先せ

ん

生せ
い

が
一い

ち

番ば
ん

好す

き
で
し
た
。
昔む

か
し、
小ち

い

さ
か
っ
た
二ふ

た

人り

の
息む

す

子こ

さ
ん
を
、
お
ん
ぶ
し
た
時と

き

に
、
背せ

中な
か

に
伝つ

た

わ
っ
て
く
る
子こ

ど

も
の
感か

ん

触し
ょ
くの
よ
か
っ
た
こ
と
。・
・
・［
１
，　
Ｐ
１
７
１
］

　
「
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
、
い
つ
も
人に

ん

間げ
ん

と
い
う
生い

き
た
対た

い

象し
ょ
う（
生せ

い

徒と

達た
ち

も
含ふ

く

め
て
）
に
素す

直な
お

に
近ち

か

づ
こ
う
と
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
」

と
別べ

つ

の
生せ

い

徒と

は
回か

い

想そ
う

し
て
い
る
［
１
，　

Ｐ
１
６
３
］。「
生せ

い

徒と

と
の
一い

っ

体た
い

感か
ん

を
と
て
も
大た

い

切せ
つ

に
し
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
前ぜ

ん

節せ
つ

の
言こ

と

葉ば

に
通か

よ

い
合あ

う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が

「
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

た
る
の
道み

ち

」
と
し
て
、
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

が
生

し
ょ
う

涯が
い

、
求も

と

め
続つ

づ

け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

桑く
わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
学が

っ

校こ
う

教き
ょ
う

師し

に
な
っ
て
ま
も
な
く
、
国こ

く

語ご

と
は

何な
に

を
教お

し

え
る
学が

っ

科か

な
の
か
、
真し

ん

剣け
ん

に
悩な

や

ん
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲て

つ

学が
く

者し
ゃ

ル
ソ
ー
の
教

き
ょ
う

育い
く

論ろ
ん

『
エ
ミ
ー
ル
』
を
読よ

む
と
、「
言こ

と

葉ば

に

よ
る
教

き
ょ
う

育い
く

は
一い

っ

切さ
い

与あ
た

え
ず
、
す
べ
て
実じ

っ

地ち

に
つ
い
て
教お

し

え
き
た

え
る
。
書し

ょ

物も
つ

は
無む

用よ
う

。
た
だ
し
例れ

い

外が
い

と
し
て
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・

ク
ル
ー
ソ
ー
』
だ
け
は
読よ

ま
せ
て
も
良よ

い
。
自じ

分ぶ
ん

の
頭あ

た
まと
手て

足あ
し

だ
け
で
生せ

い

活か
つ

を
き
ず
き
あ
げ
た
物も

の

語が
た
りで
あ
る
か
ら
だ
」と
い
う
。

　
ぼ
く
は
全ま

っ
た
く
が
っ
か
り
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
国こ

く

語ご

の

教き
ょ
う

師し

を
や
め
る
ほ
か
は
な
い
、
人ひ

と

は
わ
ら
う
か
も
知し

れ
な
い

が
、
い
い
年と

し

を
し
て
、
こ
ん
な
だ
ら
し
な
い
気き

持も

ち
の
日ひ

び々

が

つ
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。［
１
，　
Ｐ
２
８
］

　
こ
う
し
て
少す

く

な
か
ら
ず
悩な

や

ん
だ
末す

え

に
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、

こ
う
い
う
結け

つ

論ろ
ん

だ
っ
た
。

　
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
も
、
こ
と
ば
は
も
っ
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
ば
は
、
や
は
り
「
人に

ん

間げ
ん

」
の

こ
と
ば
で
あ
り
、
彼か

れ

自じ

身し
ん

つ
く
り
出だ

し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

国こ
く

語ご

科か

で
や
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
に
よ
る
人に

ん

間げ
ん

相そ
う

互ご

理り

解か
い

で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
を
、
ル
ソ
ー
に
向む

か
っ
て
い
っ
て
も
わ
ら
わ
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。［
１
，　
Ｐ
２
９
］

　

桑く
わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
か
つ
て
読よ

ん
だ
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
伝で

ん

記き

を
思お

も

い
起お

こ
す
。
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
は
幼よ

う

児じ

の
時と

き

の
病

び
ょ
う

気き

で
、
目め

も

見み

え
ず
、
耳み

み

も
聞き

こ
え
ず
、
そ
の
た
め
に
言こ

と

葉ば

を
話は

な

す
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
性せ

い

格か
く

が
非ひ

人に
ん

間げ
ん

的て
き

で
粗そ

暴ぼ
う

で
手て

が

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
彼か

の

女じ
ょ

は
こ
と
ば
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
正ま

さ

に
人に

ん

間げ
ん

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
人に

ん

間げ
ん

の
間あ

い
だに
お
か
れ
た
一い

っ

種し
ゅ

の
動ど

う

物ぶ
つ

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
自じ

己こ

を
相あ

い

手て

に
通つ

う

じ
さ
せ

る
た
め
に
は
、
わ
め
い
た
り
、
あ
ば
れ
た
り
す
る
ほ
か
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。［
１
，　
Ｐ
３
０
］

　

そ
こ
に
家か

庭て
い

教き
ょ
う

師し

の
ア
ン
・
サ
リ
バ
ン
女じ

ょ

史し

が
や
っ
て
き
て
、

手て

の
ひ
ら
に
指ゆ

び

で
文も

字じ

を
書か

く
こ
と
を
教お

し

え
る
。
だ
ん
だ
ん
言こ

と

葉ば

が
分わ

か
る
よ
う
に
な
り
、
サ
リ
バ
ン
女じ

ょ

史し

と
言こ

と

葉ば

が
交か

わ
せ

る
よ
う
に
な
る
と
、
性せ

い

格か
く

も
穏お

だ

や
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

人に
ん

間げ
ん

は
言こ

と

葉ば

を
通つ

う

じ
て
、
他た

者し
ゃ

と
つ
な
が
る
。
そ
の
つ
な
が

り
の
中な

か

で
、
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
成せ

い

長ち
ょ
うし
て
い
く
。
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

の
ク

ラ
ス
に
不ふ

良り
ょ
うじ
み
た
生せ

い

徒と

が
い
た
。
両

り
ょ
う

親し
ん

は
な
く
、
親し

ん

戚せ
き

に

厄や
っ

介か
い

に
な
っ
て
い
る
。
お
も
て
だ
っ
て
、
あ
ま
り
口く

ち

を
き
か
ず
、

か
げ
で
は
た
え
ず
人ひ

と

を
い
じ
め
た
り
し
て
い
る
。

　
人に

ん

間げ
ん

的て
き

な
愛あ

い

情じ
ょ
うに
飢う

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
と
ば
に

う
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。・
・
・

　
ぼ
く
は
こ
う
い
う
子こ

供ど
も

に
、
し
い
て
言こ

と

葉ば

を
か
け
る
よ
う
に

心こ
こ
ろが
け
た
。
教

き
ょ
う

室し
つ

で
も
何な

に

か
簡か

ん

単た
ん

な
質し

つ

問も
ん

を
し
て
は
、
な
る

べ
く
口く

ち

を
開ひ

ら

か
せ
、
教

き
ょ
う

室し
つ

の
仲な

か

間ま

入い

り
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　
ぼ
く
の
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
で
、
わ
き
の
も
の
に
何な

に

か
コ

ソ
コ
ソ
い
た
ず
ら
な
ど
し
て
い
る
の
を
み
つ
け
る
と
、「
ぼ
く
は

お
前ま

え

が
き
い
て
い
な
い
と
張は

り
合あ

い
が
な
い
よ
、
ぼ
く
を
が
っ

か
り
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
よ
く
き
い
て
く
れ
よ
」
な
ん
て
こ
と

も
い
っ
た
。
む
ろ
ん
ぼ
く
は
、
ぼ
く
の
こ
の
心こ

こ
ろ
く
ば
り
を
過か

大だ
い

評ひ
ょ
う

価か

す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
の
子こ

供ど
も

を
い
く
ら
か
す
な

お
な
子こ

供ど
も

に
し
た
こ
と
は
信し

ん

じ
て
い
る
。［
１
，　
Ｐ
３
１
］

　
国こ

く

語ご

の
時じ

間か
ん

に
は
、
つ
ね
に
話は

な

し
合あ

い
が
行お

こ
なわ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
人に

ん

間げ
ん

的て
き

な
話は

な

し
合あ

い
の
行お

こ
な
わ
れ
る
の
は
、
国こ

く

語ご

の
時じ

間か
ん

を
お
い
て
他ほ

か

に
は
も
と
め
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

［
１
，　
Ｐ
３
３
］

　
た
と
え
ば
、
国こ

く

語ご

の
時じ

間か
ん

に
、
な
に
か
の
論ろ

ん

文ぶ
ん

を
読よ

む
、
と

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
人じ

ん

生せ

い

を
考か

ん
が

え
は
じ
め
て
い
る
青せ

い

年ね

ん

と
共と

も

に
考か

ん
が

え
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
　

実じ

つ

に
当と

う

然ぜ

ん

、
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

の
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事こ

と

柄が

ら

で
あ
る
」

（３） ２０１９年第５１９６号 	 ３月	 ９日	（土曜日）

い
う
時と

き

で
も
、「
人に

ん

間げ
ん

的て
き

な
話は

な

し
合あ

い
」
の
中な

か

で
行お

こ
な
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
あ
る
論ろ

ん

文ぶ
ん

を
よ
む
─
─
よ
む
と
い
う
の
は
間か

ん

接せ
つ

に
人ひ

と

の
話は

な
しを

き
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
き
い
た
ら
、
き
き
っ
ぱ
な
し
の
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
多お

お

く
の
場ば

合あ
い

は
そ
れ
に
対た

い

し
て
何な

に

か
も
っ
と

き
き
た
い
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
自じ

分ぶ
ん

か
ら
き
い
て
も
ら
い
た
い

こ
と
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
相あ

い

手て

の
人ひ

と

は
そ
こ
に
い
な
い
。
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
き
か

せ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
教

き
ょ
う

師し

が
そ
の
人ひ

と

の
代だ

い

役や
く

を
つ

と
め
た
ら
よ
い
。
教

き
ょ
う

師し

は
そ
の
論ろ

ん

文ぶ
ん

の
筆ひ

っ

者し
ゃ

に
な
り
か
わ
っ
て
、

み
ん
な
の
質し

つ

問も
ん

に
こ
た
え
、
そ
の
意い

見け
ん

を
き
く
、
こ
こ
で
会か

い

話わ

が
行お

こ
なわ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
一ひ

と
つ
の
論ろ

ん

文ぶ
ん

は
生い

き
た
人に

ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

の
な
か
に
お
か
れ
た
も
の
と
な
る
。［
１
，　
Ｐ
３
１
］

　
「
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
、
い
つ
も
人に

ん

間げ
ん

と
い
う
生い

き
た
対た

い

象し
ょ
う（
生せ

い

徒と

達た
ち

も
含ふ

く

め
て
）
に
素す

直な
お

に
近ち

か

づ
こ
う
と
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
」

「
先せ

ん

生せ
い

は
生せ

い

徒と

と
の
一い

っ

体た
い

感か
ん

を
と
て
も
大た

い

切せ
つ

に
し
て
い
ま
し

た
」
と
い
う
姿し

勢せ
い

は
、
こ
の
よ
う
に
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
「
生い

き
た
人に

ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

」
の
中な

か

で
行お

こ
な
お
う
、
と
い
う
考か

ん
が
え
か
ら
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

と
い
う
こ
と
は
、
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
に
な
う
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な

役や
く

割わ
り

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
文ぶ

ん

学が
く

作さ
く

品ひ
ん

は
そ
の
も
っ
と
も
適て

き

当と
う

な

教き
ょ
う

材ざ
い

で
あ
る
。
多お

お

く
は
の
ぞ
む
必ひ

つ

要よ
う

は
な
い
。
一ひ

と
つ
の
作さ

く

品ひ
ん

、

一ひ
と

人り

の
作さ

っ

家か

を
、ほ
ん
と
う
に
よ
く
知し

り
そ
れ
と
親し

た

し
む
こ
と
、

そ
れ
だ
け
で
も
い
い
こ
と
で
あ
る
。［
１
，　
Ｐ
２
１
］

　
こ
こ
で
、
国こ

く

語ご

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
文ぶ

ん

学が
く

作さ
く

品ひ
ん

を
取と

り
上あ

げ
る
理り

由ゆ
う

が
明あ

か
さ
れ
る
。
文ぶ

ん

学が
く

作さ
く

品ひ
ん

を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
文ぶ

ん

学が
く

を

学ま
な

ぶ
た
め
で
な
く
、
文ぶ

ん

学が
く

を
通つ

う

じ
て
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

を
行お

こ
な
う
た
め

な
の
だ
。
文ぶ

ん

学が
く

そ
の
も
の
を
学ま

な

ぶ
の
で
は
な
い
か
ら
、
文ぶ

ん

学が
く

作さ
く

品ひ
ん

を
広こ

う

範は
ん

に
渉

し
ょ
う

猟り
ょ
うし
た
り
、
文ぶ

ん

学が
く

史し

を
系け

い

統と
う

的て
き

に
学ま

な

ん
だ
り

す
る
必ひ

つ

要よ
う

は
な
い
。

　
ぼ
く
は
中

ち
ゅ
う

学が
く

の
教

き
ょ
う

師し

を
し
て
い
た
と
き
、
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

に
中な

か

勘か
ん

助す
け

氏し

の
『
銀ぎ

ん

の
さ
じ
』
の
一い

ち

部ぶ

分ぶ
ん

が
の
っ
て
い
た
の
を
機き

会か
い

に

岩い
わ

波な
み

文ぶ
ん

庫こ

を
生せ

い

徒と

全ぜ
ん

員い
ん

に
買か

っ
て
も
ら
っ
て
全ぜ

ん

部ぶ

を
よ
み
と
お

し
た
こ
と
が
あ
る
。・
・
・

　
・
・
・
生せ

い

徒と

も
大た

い

変へ
ん

よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
に
か
く
全ぜ

ん

部ぶ

よ
ん
だ
上う

え

で
、
何な

に

か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
、
問も

ん

題だ
い

と
な
る
と
こ
ろ
を
質し

つ

問も
ん

さ
せ
る
と
、
み
ん
な
ど
ん
ど
ん
と
い

ろ
い
ろ
き
い
て
く
る
の
で
あ
る
。［
１
，　
Ｐ
２
０
］

　
『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』［
Ａ
］
で
は
、灘な

だ

校こ
う

の

「
伝で

ん

説せ
つ

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

」
橋は

し

本も
と

武た
け
し

氏し

が
中な

か

勘か
ん

助す
け

の
名め

い

作さ
く

『
銀ぎ

ん

の
匙さ

じ

』
を
中

ち
ゅ
う

学が
く

３
年ね

ん

間か
ん

か
け
て
読よ

み
通と

お

す
と
い
う
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な
っ

て
、
大お

お

き
な
教

き
ょ
う

育い
く

効こ
う

果か

を
あ
げ
て
い
る
事じ

例れ
い

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

橋は
し

本も
と

武た
け
し

氏し

と
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
ほ
ぼ
同ど

う

時じ

代だ
い

に
、
よ
く
似に

た
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を
実じ

っ

践せ
ん

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東と

う

京き
ょ
うの
中

ち
ゅ
う

学が
く

教き
ょ
う

師し

と

神こ
う

戸べ

の
中

ち
ゅ
う

学が
く

教き
ょ
う

師し

と
で
は
、
互た

が

い
の
事こ

と

も
知し

ら
な
か
っ
た
ろ

う
。
し
か
し
、
真し

ん

剣け
ん

に
「
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

た
る
の
道み

ち

」
を
求も

と

め
続つ

づ

け
た
結け

っ

果か

、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

は
似に

た
よ
う
な
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
方ほ

う

法ほ
う

に
行ゆ

き

着つ

い
た
、
と
い
う
事こ

と

だ
ろ
う
。

　
こ
の
方ほ

う

法ほ
う

で
は
、
生せ

い

徒と

た
ち
が
ま
ず
は
自じ

分ぶ
ん

で
、
一ひ

と

人り

の
作さ

く

者し
ゃ

な
り
、
一い

っ

個こ

の
文ぶ

ん

学が
く

作さ
く

品ひ
ん

に
取と

り
組く

ん
で
い
く
、
と
い
う
姿し

勢せ
い

が
不ふ

可か

欠け
つ

だ
。

　
…
僕ぼ

く

は
、
そ
の
（
注

ち
ゅ
う

：
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

の
）
一い

ち

段だ
ん

（
本ほ

ん

で
一い

ち

頁ぺ
ー
じか
二に

頁ぺ
ー
じく
ら
い
）
を
一い

ち

時じ

間か
ん

位く
ら
いに
ら
み
つ
け
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
力ち

か
らで
ど
の

位く
ら
い

正せ
い

確か
く

に
、
ど
の
位

く
ら
い

深ふ
か

く
読よ

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
め

し
て
み
る
、
そ
ん
な
勉べ

ん

強き
ょ
うを
お
す
す
め
し
た
い
の
で
す
。

　
そ
し
て
そ
の
後ご

で
参さ

ん

考こ
う

書し
ょ

を
よ
め
ば
「
な
る
ほ
ど
そ
う
か
」

と
う
な
ず
く
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
で
す
。
自じ

分ぶ
ん

に
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
が
大た

い

切せ
つ

で
、
そ
れ
な
し
に

片か
た
っ
端ぱ

し

に
参さ

ん

考こ
う

書し
ょ

を
見み

て
全ぜ

ん

部ぶ

わ
か
っ
た
つ
も
り
で
い
る
、
と

い
う
こ
と
が
困こ

ま

る
の
で
す
。［
１
，　
Ｐ
９
２
］

　
こ
れ
を
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
、
相す

も

撲う

の
稽け

い

古こ

に
た
と
え
て
、
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

相す
も

撲う

の
稽け

い

古こ

は
自じ

分ぶ
ん

よ
り
も
強つ

よ

い
相あ

い

手て

の
胸む

ね

を
か
り
て
、

叩た
た

き
つ
け
ら
れ
、
叩た

た

き
つ
け
ら
れ
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ

ば
、
稽け

い

古こ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
同お

な

じ
で
参さ

ん

考こ
う

書し
ょ

の
力

ち
か
ら

を
借か

り
て
、
い
つ
も
簡か

ん

単た
ん

に
相あ

い

手て

を
負ま

か
し
た
つ
も
り
で
い
た

の
で
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
力ち

か
らは
分わ

か

ら
な
い
し
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
力

ち
か
ら

は
つ
き
ま
せ
ん
。
自じ

分ぶ
ん

で
相あ

い

手て

に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
教

き
ょ
う

師し

や
参さ

ん

考こ
う

書し
ょ

は
い
わ
ば
コ
ー
チ
で
す
。
自じ

分ぶ
ん

で
努ど

力り
ょ
くし
た

も
の
に
し
て
始は

じ

め
て
コ
ー
チ
の
云い

う
こ
と
が
よ
く
分わ

か
っ
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
た
め
に
な
る
の
で
す
。［
１
，　
Ｐ
９
４
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国こ
く

語ご

教き
ょ
う

師し

が
コ
ー
チ
を
務つ

と

め
る
高こ

う

校こ
う

生せ
い

た
ち
は
自じ

我が

の
め

ざ
ま
し
い
成せ

い

長ち
ょ
う

期き

に
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
つ
い
て
は
、
素し

ろ

人う
と

で
あ
る

か
も
知し

れ
な
い
。
し
か
し
、
彼か

れ

の
一ひ

と
つ
の
作さ

く

品ひ
ん

が
提て

い

出し
ゅ
つし
て
い

る
問も

ん

題だ
い

、
そ
れ
が
人に

ん

間げ
ん

の
、
あ
る
い
は
人じ

ん

生せ
い

の
根こ

ん

本ぽ
ん

問も
ん

題だ
い

で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
も
は
や
専せ

ん

門も
ん

家か

も
素し

ろ

人う
と

も
あ
る
は
ず
は
な

い
。
そ
の
問も

ん

題だ
い

に
つ
い
て
、
ち
ょ
う
ど
人に

ん

間げ
ん

、
も
し
く
は
人じ

ん

生せ
い

を
考か

ん
がえ
は
じ
め
て
い
る
青せ

い

年ね
ん

と
共と

も

に
考か

ん
がえ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

実じ
つ

に
当と

う

然ぜ
ん

、国こ
く

語ご

教き
ょ
う

師し

の
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事こ

と

柄が
ら

で
あ
る
。
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こ
の
「
青せ

い

年ね
ん

と
共と

も

に
考か

ん
が
え
る
」
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

に
し
か
で
き
な
い
事こ

と

柄が
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
、

「
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

た
る
の
道み

ち

」
の
究

き
ゅ
う

極き
ょ
くの
目も

く

標ひ
ょ
うで
あ
ろ
う
。
一ひ

と

人り

で
も
多お

お

く
の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

に
こ
う
い
う
道み

ち

を
目め

指ざ

し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
「
人ひ

と

作づ
く

り
」
の
正せ

い

道ど
う

で
あ
る
。
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文ぶ
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責せ
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勢せ
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な
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げ
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７
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も

に
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え
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Carlos Ghosn é libertado 
sob fiança após permanecer 
108 dias detido

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Carlos Ghosn (08/03/2019)

O ex-presidente do con-
selho de administração 
da Nissan Motor, Carlos 
Ghosn, foi libertado sob 
fiança no valor aproxima-
do de nove milhões de dó-
lares, após passar 108 dias 
detido.
As atenções estão voltadas 
para o que o executivo de 
64 anos, que tem insisti-
do em sua inocência, dirá 
após ser libertado na tarde 
de quarta-feira.

Ghosn foi preso em no-
vembro do ano passado. 
Ele foi denunciado por 
grave quebra de confiança 
e omissão parcial de rendi-
mentos em demonstrações 
contábeis da Nissan por 
anos seguidos no valor de 
dezenas de milhões de dó-
lares.
A decisão da Corte Distri-
tal de Tóquio de libertar o 
executivo se transformou 
em uma reviravolta surpre-

endente, após dois pedidos 
anteriores de liberdade sob 
fiança terem sido recusa-
dos. Os promotores apela-
ram da decisão do tribunal, 
mas foram rechaçados.
Carlos Ghosn foi obrigado 
a concordar com medidas 
para garantir que não vai 
fugir ou destruir evidên-
cias. Ele precisa cumprir a 
uma longa lista de deveres. 
Por exemplo: o executivo 
está proibido de deixar o 

Japão e contatar pessoas 
envolvidas no caso. Além 
disso, Ghosn precisa se 
submeter a câmeras de 
vigilância e enfrentar res-
trições quanto ao acesso à 
internet.
Segundo funcionários de 
relações públicas da Nis-
san, a montadora não se 
encontra em posição de 
comentar a respeito da li-
bertação de Carlos Ghosn.

Economia do Japão pode ter ingressado 
em período recessivo

Economia  (07/03/2019)

O Escritório do Gabine-
te do Japão sugeriu nesta 
quinta-feira que a econo-
mia do país pode estar in-
gressando em um período 
recessivo.
O “índice coincidente”, 
importante termômetro 
das condições de negó-
cios no Japão, caiu 2,7 
pontos em janeiro, em 

comparação com o mês 
anterior, no seu terceiro 
mês consecutivo de que-
da.
Funcionários do Escritó-
rio do Gabinete afirmam 
que o principal motivo é 
uma redução na produção 
de semicondutores e ro-
bôs industriais.
Explicam que a queda 

Toyota considera deixar 
o Reino Unido em caso 
de Brexit sem acordo

Toyota (07/03/2019)

A Toyota Motor suge-
riu que pode dar fim a sua 
produção no Reino Unido 
caso o país deixe a União 
Europeia sem um acordo.
Na quarta-feira, o presi-
dente e CEO da Toyota 
Motor da Europa, Johan 
van Zyl, deu entrevista à 
imprensa nas entrelinhas 
de um salão do automóvel 
em Genebra, na Suíça.
Segundo o presidente, em 
preparação para um possí-
vel Brexit sem acordo, a 
montadora planeja conti-

nuar a produção no Reino 
Unido estocando autope-
ças suficientes para um 
período de três dias. Caso 
problemas logísticos con-
tinuem por mais tempo, a 
produção no país irá even-
tualmente parar.
Johan van Zyl deu a en-
tender que uma retirada 
do Reino Unido pode ser 
uma opção quando a em-
presa revisar seus planos 
para o futuro, o que deve 
ocorrer por volta de 2023.

sinaliza “uma virada po-
tencial” para a economia 
japonesa. Consideram 
grande a possibilidade 
de que a economia tenha 
atingido o seu pico vários 
meses atrás.
Em janeiro, o governo 
havia anunciado que o Ja-
pão celebrava o seu mais 
longo período de cresci-

mento contínuo no pós-
guerra.
No entanto, o índice cor-
respondente ao primeiro 
mês do ano conta agora 
uma história diferente.
Funcionários do Escritó-
rio do Gabinete informam 
que o governo vai apre-
sentar uma explicação 
mais detalhada no próxi-
mo relatório mensal sobre 
a economia do Japão.

Terra do processo de descontaminação 
permanece estocada nas proximidades 
de residências em Fukushima

Coreia do Norte ficou desapontada com
reunião entre Trump e Kim, diz 
inteligência sul-coreana

Fukushima (07/03/2019)

Coreia do Norte (06/03/2019)

O Ministério do Meio 
Ambiente do Japão afir-
mou que grande parte 
da terra do processo de 
descontaminação após o 
acidente nuclear de 2011 
permanece estocada em 
mais de 100 mil locais 
nas proximidades de re-
sidências na província de 

A agência sul-coreana de 
inteligência indicou que a 
Coreia do Norte ficou de-
sapontada após o segundo 
encontro de cúpula com 
os Estados Unidos acabar 
sem um acordo.
O Serviço Nacional de 
Inteligência da Coreia do 

Fukushima.
Inicialmente, a camada 
superior de terra e plantas 
coletadas no projeto de 
descontaminação foram 
mantidas em jardins de re-
sidências particulares ou 
em estacionamentos pró-
ximos. Posteriormente, 
elas foram transportadas 

Sul reuniu-se a portas fe-
chadas com parlamentares 
sul-coreanos na terça-feira 
(5) para discutir o encon-
tro entre Donald Trump, 
o presidente americano, e 
Kim Jong Un, o líder nor-
te-coreano.
Segundo um legislador 

até locais de estocagem 
temporários para, final-
mente, serem levadas até 
instalações de estocagem 
intermediárias em duas ci-
dades da província.
A estocagem em instala-
ções intermediárias teve 
início em 2015. No en-
tanto, a pasta declarou 

que esteve na reunião com 
a agência, o órgão acredita 
que Pyongyang tinha gran-
des expectativas em rela-
ção ao encontro de cúpula 
e que os norte-coreanos 
devem levar um bom tem-
po para rever sua estraté-
gia.

que apenas 17% da quan-
tidade planejada de terra 
e plantas foi transportada 
até os locais. Isso se deve 
à construção das instala-
ções em questão ter sido 
somente parcialmente 
completada.
Segundo o Ministério do 
Meio Ambiente, a meta é 
completar a transferência 
de todo o material até as 
instalações intermediárias 
até março de 2022, com 
exceção da terra mantida 
em zonas de acesso proi-
bido.

A segunda reunião entre 
Trump e Kim aconteceu 
na semana passada. Nela, a 
Coreia do Norte teria pedi-
do a suspensão das sanções 
em troca do desmantela-
mento do complexo nucle-
ar de Nyongbyon.
Mas os Estados Unidos 
queriam que os norte-core-
anos também desmantelas-
sem outras instalações nu-
cleares, e afirmaram que as 
sanções continuarão em vi-
gor até Pyongyang se des-
nuclearizar por completo.

Ataques cibernéticos usando e-mails 
registraram recorde em 2018 no Japão

Ataques cibernéticos   (07/03/2019)

A polícia japonesa in-
formou que o número de 
crimes cibernéticos usan-
do e-mails registrou novo 
recorde no ano passado.
A Agência Nacional de 
Polícia divulgou na quin-
ta-feira os resultados de 
sua pesquisa anual sobre 
ciberataques. A pesqui-
sa envolve mais de 7.700 
empresas no país, a maio-

ria nos setores de defesa e 
energia nuclear.
A agência disse que o nú-
mero de ataques ciberné-
ticos confirmados chegou 
a 6.740, um aumento de 
713 em relação ao ano 
anterior. É a maior quanti-
dade de casos desde que a 
agência começou a regis-
trar os dados em 2012.
Nesse tipo de ataque, 

e-mails com vírus são en-
viados a empresas e outras 
entidades com o objetivo 
de roubar informações 
confidenciais.
A Agência Nacional de 
Polícia disse que 71 por 
cento dos e-mails utili-
zados pelos hackers não 
estão disponíveis publica-
mente. Eles incluem en-
dereços de seções internas 

e indivíduos.
A agência informa que 
isso é um sinal de que os 
ataques foram cuidadosa-
mente premeditados.
Com a Olimpíada e Pa-
ralimpíada de Tóquio se 
aproximando, o plano da 
polícia japonesa é am-
pliar o compartilhamento 
de informações com as 
organizações envolvidas 
para realizar treinamentos 
conjuntos numa tentativa 
de se proteger dos ataques 
cibernéticos.

Revezamento da tocha olímpica pode ter início em 
centro de treinamento de futebol em Fukushima

Jogos Olímpicos (06/03/2019)

Os organizadores dos Jo-
gos Olímpicos de Tóquio de 
2020 estão próximos de de-
finir o J-Village, um centro 
de treinamento de futebol 

próximo da usina nuclear 
danificada em Fukushima, 
como ponto de partida do 
revezamento da tocha olím-
pica.

O revezamento deve co-
meçar em algum lugar de 
Fukushima, que foi de-
vastada por um terremoto, 
tsunami e desastre nuclear 

em março de 2011. A recu-
peração da região é um dos 
temas dos Jogos.
O comitê organizador tem 
debatido diversas propostas 
para o início do revezamen-
to, incluindo o J-Village.
O local foi uma das bases 
para o descomissionamento 
da usina nuclear Fukushima 
1 após o desastre.
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レ
ポ
ー
ト
『「
認に

ん

知ち

症し
ょ
うサ
ポ
ー

タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
実じ

っ

施し

状
じ
ょ
う

況き
ょ
う　

平へ
い

成せ
い

３
０
年ね

ん

９
月が

つ

３
０

日に
ち

現げ
ん

在ざ
い

』
で
わ
か
っ
た
。
同ど

う

レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
伯は

っ

国こ
く

に
は
３
１
２
人に

ん

の
認に

ん

知ち

症し
ょ
うサ

ポ
ー
タ
ー
が
存そ

ん

在ざ
い

す
る
。
集

し
ゅ
う

計け
い

は
サ
ポ
ー
タ
ー
養よ

う

成せ
い

講こ
う

座ざ

開か
い

催さ
い

申し
ん

請せ
い

の
あ
っ
た
１
１
カ

　

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

会か
い

（
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う）
と
若わ

か

手て

民み
ん

謡よ
う

グ
ル
ー
プ
「
民み

ん

」（
久く

保ぼ

田た

紀き

世せ

代だ
い

表ひ
ょ
う）
共

き
ょ
う

催さ
い

の
『
第だ

い

４
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

会か
い

』
が
２
月が

つ

２
４
日か

、
聖せ

い

市し

ヴ
ィ
ラ･

マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

に
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
４
９
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし

て
日ひ

頃ご
ろ

の
練れ

ん

習し
ゅ
うの
成せ

い

果か

を
披ひ

露ろ
う

し
た
結け

っ

果か

、
民み

ん

謡よ
う

歴れ
き

１
０
年ね

ん

の
エ
ベ
ル
ソ
ン
高た

か

木ぎ

茂し
げ

樹き

さ
ん
（
４
１
、三さ

ん

世せ
い

）
が
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勝し
ょ
うを
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ざ
っ
た
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６
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ょ
う

追お
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し
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出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
。

国こ
く

が
対た

い

象し
ょ
う。
１
位い

は
日に

本ほ
ん

で

１
０
０
５
万ま

ん

９
２
２
７
人に

ん

。

２
位い

が
ド
イ
ツ
で
７
７
１
人に

ん

だ
。
講こ

う

座ざ

は
長は

谷せ

川が
わ

さ
ん
が

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
行お

こ
な

わ
れ
て
お

り
、
長は

谷せ

川が
わ

さ
ん
の
任に

ん

期き

が

終お

わ
る
６
月が

つ

以い

降こ
う

の
開か

い

催さ
い

見み

通と
お

し
は
不ふ

明め
い

だ
。
日に

本ほ
ん

発は
つ

の

取と

り
組く

み
で
伯は

っ

国こ
く

が
認に

ん

知ち

症
し
ょ
う

ソ
ン
さ
ん
は
「
と
て
も
幸し

あ
わ
せ

な
気き

分ぶ
ん

」
と
喜よ

ろ
こ
ぶ
。
日に

本ほ
ん

へ

は
仕し

事ご
と

の
都つ

合ご
う

で
２
度ど

行い

っ

た
が
、
秋あ

き

田た

に
足あ

し

を
踏ふ

み
入い

れ
た
こ
と
は
な
い
。
今こ

ん

度ど

の

大た
い

会か
い

で
初は

じ

め
て
訪お

と
ず
れ
る
。「
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

参さ
ん

加か

は
不ふ

安あ
ん

も
あ
る

け
ど
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

頑が
ん

張ば

っ
て
き
ま

す
」
と
語か

た
っ
た
。

　
エ
ベ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
、
長な

が

野の

県け
ん

人じ
ん

子し

弟て
い

で
幼よ

う

少し
ょ
うの
頃こ

ろ

か
ら

カ
ラ
オ
ケ
大た

い

会か
い

に
出で

る
な
ど

歌う
た

が
好す

き
だ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
の
神し

ん

父ぷ

と
し
て
聖せ

い

歌か

隊た
い

に

も
参さ

ん

加か

。
民み

ん

謡よ
う

は
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

か
ら
好す

き
だ
っ
た
が
１
０
年ね

ん

前ま
え

か
ら
民み

ん

謡よ
う

講こ
う

師し

の
海か

い

藤と
う

司
つ
か
さ

さ
ん
の
下も

と

で
民み

ん

謡よ
う

を
学ま

な

び
始は

じ

め
た
。
前ぜ

ん

回か
い

大た
い

会か
い

で
は
３
位い

に
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし
て
い
た
。

　
エ
ベ
ル
ソ
ン
さ
ん
の
歌か

唱
し
ょ
う

に
つ
い
て
審し

ん

査さ

員い
ん

の
北き

た

原は
ら

民た
み

江え

さ
ん
（
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

）

は
、「
去き

ょ

年ね
ん

は
節ふ

し

回ま
わ

し
に
ミ
ス

が
あ
っ
た
が
今こ

年と
し

は
見み

事ご
と

だ
っ

た
。
本ほ

ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

独ど
く

特と
く

の
リ
ズ

ム
も
物も

の

に
し
て
い
る
。
高た

か

い

声せ
い

質し
つ

は
民み

ん

謡よ
う

向む

き
で
、
民み

ん

謡よ
う

を
歌う

た

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

感か
ん

謝し
ゃ

し
た
い
」
と
述の

べ
た
。

　

各か
く

部ぶ

門も
ん

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

者し
ゃ

は
以い

下か

の
通と

お

り
【
幼よ

う

年ね
ん

の
部ぶ

】
田た

尻じ
り

カ
ミ
ー
ラ
な
つ
み
【
寿

こ
と
ぶ
きの

部ぶ

】
保ほ

坂さ
か

富と
み

男お

【
高こ

う

年ね
ん

Ａ
の

部ぶ

】
佐さ

藤と
う

吉き
ち

治じ

【
高こ

う

年ね
ん

Ｂ
の

部ぶ

】
久く

保ぼ

時と
き

雄お

【
青せ

い

壮そ
う

年ね
ん

Ａ

の
部ぶ

】
吉よ

し

田だ

明あ
き
ら【
青せ

い

壮そ
う

年ね
ん

Ｂ

の
部ぶ

】
木き

の

下し
た

光み
つ

恵え

【
決け

っ

勝
し
ょ
う

審し
ん

査さ

】
一い

ち

位い

エ
ベ
ル
ソ
ン
高た

か

木ぎ

茂し
げ

樹き

、
二に

位い

佐さ

藤と
う

吉よ
し

治は
る

、
三さ

ん

位い

木き
の

下し
た

光み
つ

恵え

。

昨さ
く

年ね
ん

３
月が

つ

の
ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
果は

た

し
、
８
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

の
第だ

い

３
５

回か
い

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

で

５
位い

に
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし
た
エ
ス
ピ
ン

ド
ラ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
ジ
さ
ん
。

２
月が

つ

２
４
日か

の
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
マ
リ
ウ
ザ
・
春は

る

美み

・
長な

が

尾お

部ぶ

長ち
ょ
う

）
は
２
月が

つ

１
９
日に

ち

、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
区く

の
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

ビ
ル
５
階か

い

神じ
ん

内な
い

ホ
ー
ル
に
て
認に

ん

知ち

症し
ょ
うサ
ポ

ー
タ
ー
養よ

う

成せ
い

講こ
う

座ざ

を
実じ

っ

施し

し

た
。
日に

っ

系け
い

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に

１
４
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
、
認に

ん

知ち

症し
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

に
対た

い

す
る
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
た
。

　

同ど
う

講こ
う

座ざ

は
、
日に

本ほ
ん

発は
つ

の
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

実じ
つ

現げ
ん

施し

策さ
く

の
一ひ

と

つ
。

２
時じ

間か
ん

で
認に

ん

知ち

症し
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

と
そ

の
家か

族ぞ
く

が
抱か

か

え
る
生せ

い

活か
つ

上じ
ょ
うの

困こ
ん

難な
ん

を
理り

解か
い

し
、
地ち

域い
き

住じ
ゅ
う

民み
ん

と
し
て
ど
ん
な
助た

す

け
方か

た

を
出で

来き

る
か
伝つ

た

え
る
も
の
。
健け

ん

康こ
う

に
関か

ん

す
る
定て

い

期き

講こ
う

演え
ん

会か
い

の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
行お

こ
な

わ
れ
、
同ど

う

講こ
う

座ざ

講こ
う

師し

資し

格か
く

を
持も

つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
長は

谷せ

川が
わ

美み

津つ

子こ

さ
ん
が
講こ

う

師し

を

務つ
と

め
た
。

　

認に
ん

知ち

症し
ょ
うと
は
、
何な

ん

ら
か
の

病び
ょ
う

気き

に
よ
っ
て
脳の

う

の
神し

ん

経け
い

細さ
い

胞ぼ
う

が
破は

壊か
い

さ
れ
、
認に

ん

知ち

機き

能の
う

が
低て

い

下か

さ
せ
ら
れ
た
状

じ
ょ
う

態た
い

の

こ
と
を
指さ

す
。
脳の

う

の
萎い

縮し
ゅ
くに

よ
っ
て
記き

憶お
く

力り
ょ
くの
低て

い

下か

や
人じ

ん

系け
い

を
問と

わ
ず
大お

お

勢ぜ
い

が
集つ

ど

い
、

熱ね
っ

心し
ん

に
聞き

き
入い

っ
て
い
た
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
映え

い

像ぞ
う

は
、
１

月が
つ

２
７
日に

ち

に
Ｇ
Ｌ
Ａ
主し

ゅ

宰さ
い

の

高た
か

橋は
し

佳け
い

子こ

氏し

が
横よ

こ

浜は
ま

で
開か

い

催さ
い

し
た
も
の
。
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

の
尾お

田だ

理り

事じ

長ち
ょ
うが
「
Ｇ
Ｌ
Ａ

は
魂

た
ま
し
いの
学が

っ

校こ
う

。
眠ね

む

っ
て
い
る

聖
せい

市
し

講
こう

演
えん

会
かい

の様
よう

子
す

魂た
ま
し
いの
力ち

か
ら

を
引ひ

き
出だ

し
ま
し
ょ

う
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

。
続つ

づ

い
て
会か

い

員い
ん

の
体た

い

験け
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
映え

い

像ぞ
う

が

放ほ
う

映え
い

さ
れ
、
本ほ

ん

編ぺ
ん

の
講こ

う

演え
ん

ビ

デ
オ
と
な
っ
た
。

　

間ま

も
な
く
改か

い

元げ
ん

と
な
り
新あ

ら

た
な
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
る
今い

ま

、「
私

わ
た
し

達た
ち

は
ど
の
よ
う
し
て
本ほ

ん

当と
う

に
幸し

あ
わせ
な
人じ

ん

生せ
い

、
自じ

分ぶ
ん

に
し
か

な
い
〝
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

人じ
ん

生せ
い 

〞
を
つ
く
り
上あ

げ
る
こ

と
が
出で

来き

る
の
か
」
と
高た

か

橋は
し

氏し

は
問と

い
か
け
た
。
ま
ず
自じ

分ぶ
ん

の
内な

い

面め
ん

が
ど
の
よ
う
に
出で

来き

上あ

が
っ
た
の
か
、
生お

い
立た

ち

や
過か

去こ

を
通と

お

し
て
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

を
知し

り
、
未み

来ら
い

へ
の
新あ

ら

た
な

道み
ち

を
開ひ

ら

く
こ
と
が
大だ

い

事じ

だ
と

説と

い
た
。

　

講こ
う

演え
ん

で
は
一ひ

と

人り

の
会か

い

員い
ん

を

壇だ
ん

上じ
ょ
うに
上あ

げ
、
実じ

っ

際さ
い

に
経け

い

験け
ん

し
た
出で

来き

事ご
と

や
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う、
そ
の
時と

き

の
心し

ん

情じ
ょ
う

等な
ど

を
説せ

つ

明め
い

し
な
が

ら
、
高た

か

橋は
し

氏し

の
教お

し

え
を
も
と

に
人じ

ん

生せ
い

を
切き

り

開ひ
ら

く
具ぐ

体た
い

例れ
い

を

分わ

か
り
や
す
く

説と

い
て
い
っ
た
。

最さ
い

後ご

に
高た

か

橋は
し

氏し

が
「
あ
き
ら
め

ず
に
探さ

が

さ
な
け

れ
ば
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
人じ

ん

生せ
い

は
見み

つ
か
ら
な

い
。
過か

去こ

の
な

患か
ん

者じ
ゃ

に
優や

さ

し
い
国く

に

に
な
っ
た
と

な
れ
ば
、
そ
の
誉ほ

ま

れ
は
否い

な

無な

く
高た

か

い
。
関か

ん

係け
い

機き

関か
ん

に
は
ぜ

ひ
後こ

う

継け
い

策さ
く

を
検け

ん

討と
う

し
て
欲ほ

し

い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

外が
い

務む

省し
ょ
うは
カ
ー
ニ

バ
ル
に
関か

ん

す
る
注

ち
ゅ
う

意い

喚か
ん

起き

を

し
て
い
る
。
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

９
日か

（
土ど

）、
１
０
日か

（
日に

ち

）
も
リ

オ
や
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
サ
ル
バ

ド
ー
ル
市し

内な
い

な
ど
に
お
い

て
、
多た

数す
う

の
ブ
ロ
ッ
コ
（
街ま

ち

中な
か

で
の
カ
ー
ニ
バ
ル
集

し
ゅ
う

団だ
ん

）

が
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
。
中な

か

で

も
、
路ろ

上じ
ょ
うで
ビ
ー
ル
や
シ
ャ

ツ
な
ど
を
買か

う
と
き
に
銀ぎ

ん

行こ
う

カ
ー
ド
を
使つ

か

う
と
、
目め

力
ちから

強
づよ

く歌
うた

い上
あ

げるイング
リッジさん

８
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

大た
い

会か
い

へ
出し

ゅ
つ

場じ
ょ
う

第だ
い

４
回か

い

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お

分い
わ
け

大た
い

会か
い

で
格か

く

の
変へ

ん

貌ぼ
う

が
起お

き
る
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型が

た

認に
ん

知ち

症し
ょ
うが
有ゆ

う

名め
い

だ
が
、
脳の

う

内な
い

の
血け

つ

流り
ゅ
う

不ふ

全ぜ
ん

に

よ
っ
て
脳の

う

神し
ん

経け
い

が
壊え

死し

す
る

脳の
う

血け
っ

管か
ん

性せ
い

認に
ん

知ち

症し
ょ
うや
脳の

う

内な
い

に

レ
ビ
ー
小

し
ょ
う

体た
い

と
い
う
物ぶ

っ

質し
つ

が

出で

来き

、
脳の

う

神し
ん

経け
い

が
死し

ん
で
し

ま
う
レ
ビ
ー
小

し
ょ
う

体た
い

型が
た

認に
ん

知ち

症
し
ょ
う

も
存そ

ん

在ざ
い

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
人じ

ん

格か
く

へ
の
影え

い

響き
ょ
うや
対た

い

処し
ょ

法ほ
う

が
異こ

と

Ｇ
Ｌ
Ａ
ビ
デ
オ
講こ

う

演え
ん

会か
い

各か
く

地ち

で
開か

い

催さ
い

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
人じ

ん

生せ
い

を
！

昨さ
く

年ね
ん

、
非ひ

日に
っ

系け
い

で
初は

つ

優ゆ
う

勝し
ょ
う

と
話わ

題だ
い

イ
ン
グ
リ
ッ
ジ
さ
ん
凱が

い

旋せ
ん

熱ね
っ

唱し
ょ
う

な
る
。

脳の
う

血け
っ

管か
ん

性せ
い

認に
ん

知ち

症し
ょ
う

の
場ば

合あ
い

、
早そ

う

期き

に
原げ

ん

因い
ん

と
な
る
血け

っ

腫し
ゅ

を
摘て

き

出し
ゅ
つで
き
れ
ば
、
認に

ん

知ち

機き

能の
う

の
回か

い

復ふ
く

も
期き

待た
い

で
き
る

た
め
、
原げ

ん

因い
ん

疾し
っ

患か
ん

の
特と

く

定て
い

は

非ひ

常じ
ょ
うに
重

じ
ゅ
う

要よ
う

と
な
る
。
長は

谷せ

川が
わ

講こ
う

師し

は
「
治な

お

る
認に

ん

知ち

症し
ょ
うも

あ
る
の
で
、
初し

ょ

期き

症し
ょ
う

状じ
ょ
うの
う

ち
に
専せ

ん

門も
ん

医い

に
相そ

う

談だ
ん

し
て
」

と
勧す

す

め
る
。

認に
ん

知ち

症し
ょ
うと
物も

の

忘わ
す

れ
の
違ち

が

い

を
簡か

ん

単た
ん

に
言い

え
ば
、
昨き

の
う日
食た

べ
た
「
も
の
」
を
思お

も

い
出だ

せ

な
い
の
が
物も

の

忘わ
す

れ
で
、
昨き

の
う日

食し
ょ
く

事じ

を
し
た
「
こ
と
」
を
覚お

ぼ

え
て
い
な
い
の
が
認に

ん

知ち

症し
ょ
うだ

と
い
う
。

　

長は

谷せ

川が
わ

講こ
う

師し

は
「
認に

ん

知ち

症
し
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

は
自じ

身し
ん

の
記き

憶お
く

が
失う

し
な

わ

れ
て
い
く
悲か

な

し
み
や
、
誰だ

れ

と
話は

な

し
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が

何ど

処こ

で
あ
る
か
が
急き

ゅ
う

に
わ
か

ら
な
く
な
る
不ふ

安あ
ん

を
抱か

か

え
な

（７） ２０１９年第５１９６号  ３月 ９日 （土曜日）

「
初し

ょ

期き

の
う
ち
に
専せ

ん

門も
ん

医い

に
相そ

う

談だ
ん

を
」

認に
ん

知ち

症し
ょ
う

サ
ポ
ー
タ
ー
養よ

う

成せ
い

講こ
う

座ざ

援
えん

協
きょう

優
ゆう

勝
しょう

旗
き

を手
て

に歌
うた

う高
たか

木
ぎ

さん

講
こう

座
ざ

の最
さい

後
ご

に行
おこな

われた認
にん

知
ち

症
しょう

○×クイズで「認
にん

知
ち

症
しょう

にはアルツハイマー病
びょう

だけでなく色
いろ

々
いろ

な原
げん

因
いん

疾
しっ

患
かん

が
ある」の問

と

いに対
たい

して○と答
こた

える参
さん

加
か

者
しゃ

高た
か

木ぎ

茂し
げ

樹き

さ
ん
栄え

い

冠か
ん

に
輝か

が
や

く

須す

藤ど
う

忠た
だ

志し

さ
ん

３
月が
つ
の
上
じ
ょ
う
映え
い

　

伯は
っ

国こ
く

は
認に

ん

知ち

症し
ょ
うサ
ポ
ー
タ

ー
数す

う

が
世せ

界か
い

で
３
番ば

ん

目め

に
多お

お

い
こ
と
が
全ぜ

ん

国こ
く

キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
連れ

ん

絡ら
く

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

発は
っ

行こ
う

の
が
ら
生せ

い

活か
つ

し
て
い
る
。
話は

な
し

が

通つ
う

じ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
遠と

お

ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

心し
ん

情じ
ょ
うに
寄よ

り
添そ

っ
て
あ
げ
て

欲ほ

し
い
」
と
語か

た

っ
た
。

認に
ん

知ち

症し
ょ
うに
な
る
と
意い

志し

の

疎そ

通つ
う

が
困こ

ん

難な
ん

に
な
る
た
め
、

予あ
ら
か
じめ
家か

族ぞ
く

と
自じ

身し
ん

が
認に

ん

知ち

症し
ょ
うに
な
っ
た
と
き
に
ど
う
対た

い

応お
う

し
て
欲ほ

し
い
か
、
延え

ん

命め
い

治ち

療り
ょ
う

や
葬そ

う

儀ぎ

に
対た

い

す
る
希き

望ぼ
う

、

財ざ
い

産さ
ん

の
整せ

い

理り

に
つ
い
て
家か

族ぞ
く

と
し
っ
か
り
話は

な

し
あ
っ
て
お

く
こ
と
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

と
述の

べ
た
。

参さ
ん

加か

し
た
前ま

え

田だ

エ
レ
ー
ナ

さ
ん
（
８
０
）
は
「
認に

ん

知ち

症
し
ょ
う

の
仕し

組く

み
や
認に

ん

知ち

症し
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

の
抱か

か

え
る
不ふ

安あ
ん

や
悲か

な

し
さ
を

見み
い

出だ

す
１
年ね

ん

を
」
と
締し

め
く

く
る
と
会か

い

場じ
ょ
うか
ら
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
起お

こ
っ
た
。

　

映え
い

像ぞ
う

の
後あ

と

に
は
、
高た

か

橋は
し

氏し

が
新し

ん

年ね
ん

の
祈い

の

り
を
込こ

め

た
『
神し

ん

理り

カ
ー
ド
』
の
授じ

ゅ

受じ
ゅ

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
こ
の
カ
ー
ド

に
は
１
２
通と

お

り
の
キ
ー
ワ
ー

ド
『
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

』
が
書か

か
れ
て

お
り
、
１
年ね

ん

の
指し

針し
ん

と
な
る

教お
し

え
が
記し

る

さ
れ
て
い
る
。
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

受う

け
取と

る
と
説せ

つ

明め
い

に
見み

入い

っ
て
い
た
。

　

内な
い

面め
ん

を
知し

る
方ほ

う

法ほ
う

と
し
て
、

今こ
ん

回か
い

も
自じ

己こ

診し
ん

断だ
ん

コ
ー
ナ
ー

が
設も

う

け
ら
れ
た
。
質し

つ

問も
ん

用よ
う

紙し

に
回か

い

答と
う

し
、
機き

械か
い

で
読よ

み
取と

る
と
一い

っ

瞬し
ゅ
ん
に
し
て
自じ

分ぶ
ん

の
性せ

い

格か
く

の
傾け

い

向こ
う

が
分わ

か
る
。
休

き
ゅ
う

憩け
い

時じ

間か
ん

等な
ど

に
多お

お

く
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が

ス
タ
ッ
フ
に
聞き

き
な
が
ら
取と

り

組く

ん
で
い
た
。

　

聖せ
い

市し

の
ビ
デ
オ
講こ

う

演え
ん

に
初は

つ

参さ
ん

加か

し
た
と
い
う
テ
レ
ジ
ー

ニ
ャ
・
リ
ベ
イ
ロ
・
ダ
・
シ
ル

バ
さ
ん
（
６
３
、
モ
ジ・ダ
ス・

ク
ル
ゼ
ス
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う）
は
、「
こ

の
教お

し

え
は
と
て
も
素す

晴ば

ら
し

い
。
当と

う

地ち

で
も
必ひ

つ

要よ
う

な
考か

ん
が

え

方か
た

だ
と
思お

も

う
」
と
感か

ん

動ど
う

し
た

様よ
う

子す

。
自じ

己こ

診し
ん

断だ
ん

の
結け

っ

果か

も

「
確た

し

か
に
そ
の
通と

お

り
」
と
納な

っ

得と
く

し
て
い
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
名め

い

画が

友と
も

の
会か

い

（
五い

が
ら
し
十
嵐
司つ

か
さ

代だ
い

表ひ
ょ
う
）
が
『
映え

い

画が

鑑か
ん

賞し
ょ
う

会か
い

』
を
３
月が

つ

９
日か

、

２
３
日に

ち

正し
ょ
う

午ご

半は
ん

か
ら
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

会か
い

館か
ん

（R
ua D

r. Siqueira 
C
am
pos, 1

3
4

）
の
２
階か

い

小し
ょ
うホ
ー
ル
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

参さ
ん

加か

費ひ

は
一い

っ

般ぱ
ん

１
２
レ
、

会か
い

員い
ん

１
０
レ
。
上

じ
ょ
う

映え
い

開か
い

始し

１
５
分ふ

ん

前ま
え

に
集

し
ゅ
う

合ご
う

す
る
こ
と
。

▼
９
日か

＝
「
檜ひ

山や
ま

節ぶ
し

考こ
う

」

（
１
９
５
８
年ね

ん

、
キ
ノ
シ
タ

恵け
い

介す
け

監か
ん

督と
く

）、「
翼つ

ば
さ

よ
！
あ
れ

が
巴ぱ

里り

の
灯ひ

だ
」（
１
９
５
７

年ね
ん

、
ビ
リ
ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー

監か
ん

督と
く

）

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
五

い
が
ら
し
十
嵐
代だ

い

表ひ
ょ
う（
１
１
・
３
７
２
６
・
３
７ 

０
９
）、
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

事じ

務む

局き
ょ
く（
同ど

う

・

３
２
０
９
・
５
９
３
５
）
ま

で
。

会か
い

館か
ん

に
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
第だ

い

４

回か
い

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

会か
い

に

出し
ゅ
つ

演え
ん

し
、
高た

か

ら
か
に
凱が

い

旋せ
ん

歌か

唱し
ょ
うし
た
。

　

イ
ン
グ
リ
ッ
ジ
さ
ん
は
昨さ

く

年ね
ん

、
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

初は
つ

の
民み

ん

謡よ
う

大た
い

会か
い

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

と
い
う
こ
と
で
秋あ

き

田た

で
も
話わ

題だ
い

を
呼よ

ん
だ
。
今こ

ん

回か
い

は
着き

物も
の

姿す
が
たに
身み

を
包つ

つ

ん
で

登と
う

壇だ
ん

し
、
会か

い

場じ
ょ
うに
一い

ち

礼れ
い

す
る

と
、
お
も
む
ろ
に
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
本ほ

ん

荘じ
ょ
う

追お

分い
わ
けを
歌う

た

い
上あ

げ
た
。
歌か

唱し
ょ
う

後ご

に
は
会か

い

場じ
ょ
うか
ら
多お

お

く
の

理り

解か
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

８
４
歳さ

い

の
姉あ

ね

の
介か

い

護ご

を
し
て

い
る
の
で
、
長は

谷せ

川が
わ

先せ
ん

生せ
い

の

言こ
と

葉ば

の
一ひ

と

つ
一ひ

と

つ
が
心こ

こ
ろ

に
沁し

み
た
。
援え

ん

協き
ょ
うに
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
」

と
語か

た

っ
た
。

　

３
月が

つ

２
０
日か

に
は
『
転て

ん

倒と
う

防ぼ
う

止し

と
薬く

す
り

の
服ふ

く

用よ
う

に
関か

ん

す

る
注

ち
ゅ
う

意い

点て
ん

』
を
テ
ー
マ
に

講こ
う

演え
ん

会か
い

が
行お

こ
な

わ
れ
る
。
時じ

間か
ん

は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
。
場ば

所し
ょ

は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

ビ
ル
に
５
階か

い

神じ
ん

内な
い

ホ
ー
ル
。
参さ

ん

加か

に
は

予よ

約や
く

が
必ひ

つ

要よ
う

の
た
め
、
同ど

う

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３ 

２
７
４
・
６
５
１
８
）
に
ま

で
連れ

ん

絡ら
く

す
る
こ
と
。

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

や
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

県け
ん

連れ
ん

会か
い

長ち
ょ
うら
が
登と

う

壇だ
ん

し
、
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。
審し

ん

査さ

は
幼よ

う

年ね
ん

、
青せ

い

壮そ
う

年ね
ん

、
高こ

う

年ね
ん

、

寿こ
と
ぶ
きの
部ぶ

に
分わ

か
れ
て
行お

こ
な

わ

れ
、
各か

く

部ぶ

門も
ん

の
優ゆ

う

秀し
ゅ
う

者し
ゃ

が
決け

っ

勝し
ょ
う

審し
ん

査さ

に
進す

す

ん
だ
。

　

初は
つ

優ゆ
う

勝し
ょ
うを
遂と

げ
た
エ
ベ
ル

旋せ
ん

律り
つ

、
高た

か

調ち
ょ
う

子し

の
「
ハ
ァ
ー
」

で
始は

じ

ま
る
歌か

詞し

が
特と

く

徴ち
ょ
う。
難な

ん

易い

度ど

が
高た

か

い
民み

ん

謡よ
う

と
し
て
有ゆ

う

名め
い

で
、
本ほ

ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

民み
ん

謡よ
う

の
国こ

く

際さ
い

大た
い

会か
い

が
行お

こ
な
わ
れ
て
い
る
の

は
、
世せ

界か
い

で
伯は

っ

国こ
く

だ
け
。
会か

い

場じ
ょ
うに
は
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

民み
ん

謡よ
う

を
聴き

く
た
め
愛あ

い

好こ
う

家か

ら
１
２
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。

　

開か
い

会か
い

式し
き

で
は
長は

谷せ

部べ

誠ま
こ
と

由ゆ

利り

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

市し

長ち
ょ
う、
渡わ

た

部べ

聖せ
い

一い
ち

同ど
う

市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う、
佐さ

林ば
や
し

公き
み

善よ
し

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お

分い
わ
け

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

会か
い

長
ち
ょ
う

か
ら
の
祝

し
ゅ
く

辞じ

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、 　

Ｇ
Ｌ
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

（
尾お

田だ

嘉よ
し

雄お

理り

事じ

長ち
ょ
う

）
は
、

『
２
０
１
９
新し

ん

年ね
ん

の
つ
ど
い
』

ビ
デ
オ
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
２
月が

つ

１
７

日に
ち

に
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

に
て

開か
い

催さ
い

し
た
。
２
４
日か

に
は
ブ

ラ
ジ
リ
ア
で
も
開ひ

ら

か
れ
、
各か

く

地ち

で
老ろ

う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

、
日に

っ

系け
い

非ひ

日に
っ

歓か
ん

声せ
い

と
喝か

っ

采さ
い

が
贈お

く

ら
れ
た
。

　

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

を
振ふ

り
返か

え

り
、

「
と
て
も
感か

ん

激げ
き

す
る
こ
と
の

多お
お

い
大た

い

会か
い

で
し
た
。
上

じ
ょ
う

位い

の

人ひ
と

た
ち
の
歌う

た

は
と
て
も
上

じ
ょ
う

手ず

で
、
生せ

い

活か
つ

と
民み

ん

謡よ
う

の
近ち

か

さ
が

歌う
た

に
影え

い

響き
ょ
うし
て
い
る
と
感か

ん

じ

ま
し
た
。
秋あ

き

田た

に
も
う
一い

ち

度ど

に
行い

き
た
い
と
思お

も

わ
せ
て
く

れ
る
素す

晴ば

ら
し
い
体た

い

験け
ん

で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
民み

ん

謡よ
う

の
勉べ

ん

強き
ょ
うを
頑が

ん

張ば

っ
て
い
き
ま
す
の
で

応お
う

援え
ん

よ
ろ
し
く
お
願ね

が

い
し
ま

す
」
と
語か

た
っ
た
。

　

８
日に

ち

付づ

け
８
面め

ん

Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ

ｂ
ｕ
ｎ　

Ｇ
ｏ
ｕ
ｒ
ｍ
ｅ
ｔ

に
掲け

い

載さ
い

し
た
「
新し

ん

だ
る
ま
」

の
営え

い

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

に
誤あ

や
ま
り
が
あ
っ

た
。
お
詫わ

び
の
上う

え

、
左ひ

だ
り
に
再さ

い

掲け
い

載さ
い

す
る
。

ぞ
を
解と

き
、
新あ

ら

た
な
自じ

分ぶ
ん

を

を
離は

な

し
た
ス
キ
に
別べ

つ

の
カ
ー

ド
に
す
り
か
え
る
被ひ

害が
い

が
多た

発は
つ

中ち
ゅ
う。
ス
リ
や
ひ
っ
た
く
り

事じ

件け
ん

が
多た

発は
つ

。
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

は

持も

ち
歩あ

る

か
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
や

乱ら
ん

闘と
う

事じ

件け
ん

が
置お

き
そ
う
に
な

っ
た
ら
す
ば
や
く
そ
の
場ば

か

ら
離は

な

れ
る
な
ど
の
注

ち
ゅ
う

意い

が
必ひ

つ

要よ
う

。

ア
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

で
専せ

ん

任に
ん

理り

事じ

も

務つ
と

め
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で

活か
つ

躍や
く

し
た
。

　

１
月が

つ

１
５
日に

ち

か

ら
体た

い

調ち
ょ
うが
悪わ

る

く
な

り
、
数す

う

日じ
つ

前ま
え

か
ら

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

治ち

療り
ょ
う

室し
つ

で
治ち

療り
ょ
うを
行

お
こ
な

っ
て

い
た
。

　

須す

藤ど
う

さ
ん
の
葬そ

う

町ま
ち

で
歌う

た

わ
れ
て
い
た
民み

ん

謡よ
う

が

起き

源げ
ん

と
さ
れ
、
明あ

か

る
く
弾は

ず

む

　
「
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

」
は
秋あ

き

田た

県け
ん

由ゆ

利り

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

市し

の
民み

ん

謡よ
う

。
港

み
な
と

訂て
い

正せ
い

名め
い

画が

友と
も

の
会か

い

元も
と

汎は
ん

ア
マ
ゾ
ニ
ア
日に

っ

伯ぱ
く

協
き
ょ
う

会か
い

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うの
須す

藤ど
う

忠た
だ

志し

さ
ん

が
、
７
日か

に
ア
マ
ゾ
ニ
ア
病

び
ょ
う

院い
ん

で
亡な

く
な
っ
た
。
死し

因い
ん

は

心し
ん

不ふ

全ぜ
ん

。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
６
歳さ

い

。

須す

藤ど
う

さ
ん
は
１
９
３
２
年ね

ん

１
２
月が

つ

４
日か

に
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

川か
わ

根ね

郡ぐ
ん

で
生う

ま
れ
、
１
９
５
４
年ね

ん

に
家か

族ぞ
く

５
人に

ん

に
ロ
ン
ド
二
ア

州し
ゅ
うの
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
ッ

テ
ン
ブ
ロ
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た

「
グ
ァ
ポ
レ
移い

民み
ん

」
だ
。

　

１
９
５
７
年ね

ん

に
妻つ

ま

の
実じ

っ

家か

で
あ
る
ベ
レ
ン
に
移い

転て
ん

後ご

、
辻つ

じ

合ご
う

名め
い

会が
い

社し
ゃ

を
経へ

て
三み

つ

井い

物ぶ
っ

産さ
ん

の
現げ

ん

地ち

法ほ
う

人じ
ん

三み
つ

井い

ア
リ
メ
ン

ト
ス
に
入

に
ゅ
う

社し
ゃ

、
取と

り

締し
ま
り

役や
く

を
務つ

と

め
た
。
ま
た
、
元も

と

ア
マ
ゾ
ニ

儀ぎ

は
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うに
ベ
レ
ン

市し

の
葬そ

う

儀ぎ

場ば

の
マ
ッ
ク
ス
・
ド

ミ
ニ
で
執と

り
行お

こ
なわ
れ
た
。

広告募集中
E-mail: anunco@nikkeyshimbun.jp
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